
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

条

例

○
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

二

○
知
事
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

二

○
福
島
県
行
政
財
産
使
用
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

二

○
福
島
県
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三

○
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
全
天
候
型
練
習
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三

○
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三

○
ふ
く
し
ま
海
洋
科
学
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

六

○
福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

六

○
福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

七

○
福
島
県
勤
労
身
体
障
が
い
者
体
育
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

九

○
福
島
県
総
合
社
会
福
祉
施
設
太
陽
の
国
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

一
〇

○
福
島
県
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

一
〇

○
福
島
県
介
護
医
療
院
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

一
〇

○
福
島
県
自
殺
対
策
緊
急
強
化
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

一
一

○
福
島
県
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

一
一

○
福
島
県
衛
生
研
究
所
検
査
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

一
一

○
福
島
県
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

一
三

○
福
島
県
産
業
支
援
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

一
四

○
福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

一
六

○
福
島
県
大
町
起
業
支
援
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

一
九

○
ふ
く
し
ま
医
療
機
器
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

一
九

○
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

二
一

○
天
鏡
閣
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

二
八

○
福
島
県
産
業
交
流
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

二
八

○
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
一

○
福
島
県
家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
二

○
福
島
県
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

三
二

○
ふ
く
し
ま
県
民
の
森
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
二

○
福
島
県
総
合
緑
化
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
二

○
福
島
県
土
地
収
用
法
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
二

○
福
島
県
国
土
交
通
省
所
管
公
共
用
財
産
使
用
等
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
三

○
福
島
県
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
四

○
福
島
県
海
岸
占
用
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
四

○
福
島
県
砂
防
設
備
占
用
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
四

○
福
島
県
港
湾
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
四

○
福
島
県
漁
港
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
五

○
福
島
県
入
港
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
五

○
福
島
空
港
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
五

○
福
島
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
六

○
福
島
県
流
域
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
七

○
福
島
県
工
業
用
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
七

○
福
島
県
立
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
八

○
福
島
県
自
然
の
家
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
八

○
福
島
県
立
美
術
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
八

○
福
島
県
立
博
物
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
八

条

例

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
知
事
等
の
給
与
の
特
例
に

関
す
る
条
例
、
福
島
県
行
政
財
産
使
用
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
住
民
基
本
台
帳
法

施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
全
天
候
型
練
習
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
、
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
ふ
く
し
ま
海
洋
科
学
館
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
環
境
創
造
セ

ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
勤
労
身
体
障
が
い
者
体
育
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
、
福
島
県
総
合
社
会
福
祉
施
設
太
陽
の
国
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
指
定
居
宅

介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
、
福
島
県
介

護
医
療
院
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
、
福
島
県
自
殺
対
策
緊
急
強
化
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
水
道
技
術
管
理
者

の
資
格
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
衛
生
研
究
所
検
査
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
平成31年３月22日 金曜日 福 島 県 報 号外第９号1



平成31年３月22日 金曜日 福 島 県 報 号外第９号 2

改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
産
業
支
援
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
ハ
イ
テ
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ラ
ザ
条

例
の
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部
を
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る
条
例
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福
島
県
大
町
起
業
支
援
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
ふ
く
し
ま

医
療
機
器
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
天
鏡
閣
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
産
業
交
流
館
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県

家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
使
用
料
及
び

手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
ふ
く
し
ま
県
民
の
森
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島

県
総
合
緑
化
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
土
地
収
用
法
関
係
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
国
土
交
通
省
所
管
公
共
用
財
産
使
用
等
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、

福
島
県
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
海
岸
占
用
料
等
徴
収
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
砂
防
設
備
占
用
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
港
湾

管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
漁
港
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
入

港
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
空
港
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
都
市
公
園

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
流
域
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
工
業

用
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
立
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
、
福
島
県
自
然
の
家
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
福
島
県
立
美
術
館
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
及
び
福
島
県
立
博
物
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
二
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

福
島
県
条
例
第
四
号

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
福
島
県
条
例
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
正
規
の
勤
務
時
間
以
外
の
時
間
に
お
け
る
勤
務
に
関
し
必
要
な

事
項
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

第
八
条
の
四
の
見
出
し
中
「
職
員
」
の
下
に
「
及
び
障
が
い
が
あ
る
職
員
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項

中
「
前
二
項
」
を
「
前
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。

３

任
命
権
者
は
、
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）

第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
障
害
者
で
あ
る
職
員
の
う
ち
、
同
法
第
三
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る

対
象
障
害
者
で
あ
る
職
員
が
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
障
が
い
の
特
性
等
に

応
じ
た
勤
務
を
す
る
た
め
に
請
求
し
た
場
合
に
は
、
公
務
の
運
営
に
支
障
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
人

事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
職
員
に
当
該
請
求
に
係
る
早
出
遅
出
勤
務
を
さ
せ

る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
人

事

課
）

福
島
県
条
例
第
五
号

知
事
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

（
知
事
、
副
知
事
、
病
院
事
業
管
理
者
、
教
育
委
員
会
教
育
長
及
び
常
勤
の
監
査
委
員
の
給
料
月
額

の
特
例
）

第
一
条

知
事
、
副
知
事
、
病
院
事
業
管
理
者
、
教
育
委
員
会
教
育
長
及
び
常
勤
の
監
査
委
員
の
給
料

月
額
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
（
以
下
「
特
例

期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
福
島
県

条
例
第
百
一
号
。
以
下
「
特
別
職
給
与
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
者
に
対
応
す
る
特
別
職
給
与
条
例
別
表
第
一
に
掲
げ
る
額
か
ら
当
該
額
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る

者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が

生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
）
を
減
じ
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
手
当
（
地
方
自
治
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
手
当
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
の
額
の
算
出
の
基
礎
と
な
る
給
料
月
額
は
、
同
表
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

一

知
事

百
分
の
十
五

二

副
知
事

百
分
の
十

三

病
院
事
業
管
理
者
、
教
育
委
員
会
教
育
長
及
び
常
勤
の
監
査
委
員

百
分
の
五

（
知
事
の
秘
書
の
給
料
月
額
の
特
例
）

第
二
条

知
事
の
秘
書
の
給
料
月
額
は
、
特
例
期
間
に
お
い
て
、
特
別
職
給
与
条
例
第
三
条
第
二
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
知
事
が
定
め
る
額
か
ら
当
該
額
に
百
分
の
五
を
乗
じ

て
得
た
額
（
そ
の
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
）
を
減
じ
た

額
と
す
る
。
た
だ
し
、
手
当
の
額
の
算
出
の
基
礎
と
な
る
給
料
月
額
は
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
知

事
が
定
め
る
額
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
知
事
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
）

２

知
事
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
九
年
福
島
県
条
例
第
八
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

（
人

事

課
）

福
島
県
条
例
第
六
号

福
島
県
行
政
財
産
使
用
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
行
政
財
産
使
用
料
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
福
島
県
条
例
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

「108

「110
別
表
第
一
の
３
中
「1,620円

」
を
「1,650円

」
に
改
め
、
同
表
備
考
３
中

―
を

―

100

」

100

」

に
改
め
る
。

「108

「110

別
表
第
二
の
備
考
以
外
の
部
分
及
び
同
表
備
考
４
中

―
を

―
に
改
め
る
。

100

」

100

」

附

則

───────────────────────────────────────────────────────────
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１

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
福
島
県
行
政
財
産
使
用
料
条
例
別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施

行
日
以
後
の
使
用
の
期
間
に
係
る
使
用
料
の
額
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
使
用
の
期
間
に
係
る

使
用
料
の
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
財
産
管
理
課
）

福
島
県
条
例
第
七
号

福
島
県
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
条
例
（
平
成
十
四
年
福
島
県
条
例
第
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
七
の
項
中
「
第
十
八
条
第
十
六
項
」
を
「
第
十
八
条
第
十
七
項
」
に
、
「
第
六
十
八
条
第
二
項
」

を
「
第
六
十
八
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
市
町
村
行
政
課
）

福
島
県
条
例
第
八
号

Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
全
天
候
型
練
習
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
全
天
候
型
練
習
場
条
例
（
平
成
二
十
九
年
福
島
県
条
例
第
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
の
一
の
表
中
「
一
九
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
九
、
三
五
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
）

福
島
県
条
例
第
九
号

福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
条
例
（
昭
和
四
十
五
年
福
島
県
条
例
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
一
の
１
の
表
中
「
二
八
、
三
八
〇
円
」
を
「
二
八
、
九
〇
〇
円
」
に
、
「
四
〇
、
四
三

〇
円
」
を
「
四
一
、
一
八
〇
円
」
に
、
「
五
六
、
六
三
〇
円
」
を
「
五
七
、
六
八
〇
円
」
に
、
「
一
一

九
、
一
七
〇
円
」
を
「
一
二
一
、
三
八
〇
円
」
に
、
「
三
六
、
四
一
〇
円
」
を
「
三
七
、
〇
九
〇
円
」

に
、
「
五
二
、
六
一
〇
円
」
を
「
五
三
、
五
九
〇
円
」
に
、
「
七
二
、
八
三
〇
円
」
を
「
七
四
、
一
八

〇
円
」
に
、
「
一
五
三
、
七
七
〇
円
」
を
「
一
五
六
、
六
一
〇
円
」
に
、
「
八
、
一
六
〇
円
」
を
「
八
、

三
一
〇
円
」
に
、
「
一
二
、
一
八
〇
円
」
を
「
一
二
、
四
〇
〇
円
」
に
、
「
一
六
、
二
〇
〇
円
」
を
「
一

六
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
三
四
、
七
一
〇
円
」
を
「
三
五
、
三
五
〇
円
」
に
、
「
一
〇
、
一
〇
〇
円
」

を
「
一
〇
、
二
九
〇
円
」
に
、
「
二
〇
、
二
一
〇
円
」
を
「
二
〇
、
五
九
〇
円
」
に
、
「
四
四
、
一
九

〇
円
」
を
「
四
五
、
〇
一
〇
円
」
に
、
「
二
、
七
二
〇
円
」
を
「
二
、
七
七
〇
円
」
に
、
「
三
、
七
五

〇
円
」
を
「
三
、
八
二
〇
円
」
に
、
「
五
、
三
一
〇
円
」
を
「
五
、
四
一
〇
円
」
に
、
「
一
一
、
一
九

〇
円
」
を
「
一
一
、
四
〇
〇
円
」
に
、
「
二
、
〇
七
〇
円
」
を
「
二
、
一
一
〇
円
」
に
、
「
二
、
九
八

〇
円
」
を
「
三
、
〇
三
〇
円
」
に
、
「
四
、
一
四
〇
円
」
を
「
四
、
二
二
〇
円
」
に
、
「
八
、
七
三
〇

円
」
を
「
八
、
八
九
〇
円
」
に
、
「
一
、
〇
三
〇
円
」
を
「
一
、
〇
五
〇
円
」
に
、
「
一
、
四
二
〇
円
」

を
「
一
、
四
五
〇
円
」
に
、
「
四
、
三
〇
〇
円
」
を
「
四
、
三
八
〇
円
」
に
、
「
一
、
九
四
〇
円
」
を

「
一
、
九
八
〇
円
」
に
、
「
八
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
八
、
一
五
〇
円
」
に
、
「
二
、
四
六
〇
円
」
を

「
二
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
三
、
三
六
〇
円
」
を
「
三
、
四
三
〇
円
」
に
、
「
四
、
九
二
〇
円
」
を

「
五
、
〇
一
〇
円
」
に
、
「
一
〇
、
二
一
〇
円
」
を
「
一
〇
、
四
〇
〇
円
」
に
、
「
九
〇
〇
円
」
を

「
九
二
〇
円
」
に
、
「
一
、
二
九
〇
円
」
を
「
一
、
三
二
〇
円
」
に
、
「
一
、
六
八
〇
円
」
を
「
一
、

「
第
一
浴
室

七
一
〇
円
」
に
、
「
三
、
六
九
〇
円
」
を
「
三
、
七
六
〇
円
」
に
、

を
「
浴

室
」

第
二
浴
室
」

に
、
「
三
、
〇
一
〇
円
」
を
「
三
、
〇
六
〇
円
」
に
、
「
五
九
〇
円
」
を
「
六
〇
〇
円
」
に
、
「
八
四

〇
円
」
を
「
八
五
〇
円
」
に
、
「
一
、
七
六
〇
円
」
を
「
一
、
七
九
〇
円
」
に
、
「
三
、
一
一
〇
円
」

を
「
三
、
一
六
〇
円
」
に
、
「
四
、
二
七
〇
円
」
を
「
四
、
三
五
〇
円
」
に
、
「
六
、
〇
九
〇
円
」
を

「
六
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
一
二
、
七
三
〇
円
」
を
「
一
二
、
九
六
〇
円
」
に
、
「
二
、
三
三
〇
円
」

を
「
二
、
三
七
〇
円
」
に
、
「
三
、
二
四
〇
円
」
を
「
三
、
三
〇
〇
円
」
に
、
「
六
、
八
九
〇
円
」
を

「
七
、
〇
一
〇
円
」
に
改
め
、
別
表
第
一
の
一
の
２
の
表
中
「
五
百
四
十
円
」
を
「
五
百
五
十
円
」
に
、

「
千
八
十
円
」
を
「
千
百
円
」
に
、
「
二
千
百
六
十
円
」
を
「
二
千
二
百
円
」
に
、
「
三
千
二
百
四
十

円
」
を
「
三
千
三
百
円
」
に
、
「
五
千
四
百
円
」
を
「
五
千
五
百
円
」
に
改
め
、
別
表
第
一
の
二
の
表

中
「
一
四
、
二
五
〇
円
」
を
「
一
四
、
五
二
〇
円
」
に
、
「
六
、
〇
九
〇
円
」
を
「
六
、
二
〇
〇
円
」

に
、
「
五
、
〇
五
〇
円
」
を
「
五
、
一
四
〇
円
」
に
、
「
張
り
込
み
ス
ク
リ
ー
ン
」
を
「
ス
ク
リ
ー
ン
」

に
、
「
二
、
〇
七
〇
円
」
を
「
二
、
一
一
〇
円
」
に
、
「
一
八
、
二
七
〇
円
」
を
「
一
八
、
六
一
〇
円
」

に
、
「
八
、
一
六
〇
円
」
を
「
八
、
三
一
〇
円
」
に
、
「
四
、
一
四
〇
円
」
を
「
四
、
二
二
〇
円
」
に
、

「
一
、
〇
三
〇
円
」
を
「
一
、
〇
五
〇
円
」
に
、
「
五
一
〇
円
」
を
「
五
二
〇
円
」
に
、
「
三
、
一
一

〇
円
」
を
「
三
、
一
六
〇
円
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
一
の
１
の
表
中
「
四
〇
、
四
三
〇
円
」
を
「
四
一
、
一
八
〇
円
」
に
、
「
一
〇
、
一
〇

〇
円
」
を
「
一
〇
、
二
九
〇
円
」
に
、
「
一
四
、
二
五
〇
円
」
を
「
一
四
、
五
二
〇
円
」
に
、
「
二
〇
、

二
一
〇
円
」
を
「
二
〇
、
五
九
〇
円
」
に
、
「
四
二
、
三
四
〇
円
」
を
「
四
三
、
一
三
〇
円
」
に
、
「
三

五
、
三
八
〇
円
」
を
「
三
六
、
〇
三
〇
円
」
に
改
め
、
別
表
第
二
の
二
の
表
中
「
三
、
一
一
〇
円
」
を

「
三
、
一
六
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

２

平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
前
に
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
条
例
第
七
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
使

用
に
係
る
期
間
の
う
ち
同
日
以
後
の
期
間
に
係
る
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
同
条
例
別
表
第
一
及
び

別
表
第
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
附
則
別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
に
定
め
る
額
の
範
囲
内
に
お
い

て
、
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
知
事
の
承
認
を
得
て
定
め
る
額
と
す
る
。

附
則
別
表
第
一

一

施
設
関
係

１

基
本
額
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使
用
区
分

金

額

施
設
の
別

使
用
時
間

午

前

午

後

夜

間

全

日

使
用
日

平

日

二
八
、
九
〇
〇
円

四
一
、
一
八
〇
円

五
七
、
六
八
〇
円

一
二
一
、
三
八
〇
円

大
ホ
ー
ル

日
曜
日
等

三
七
、
〇
九
〇
円

五
三
、
五
九
〇
円

七
四
、
一
八
〇
円

一
五
六
、
六
一
〇
円

平

日

八
、
三
一
〇
円

一
二
、
四
〇
〇
円

一
六
、
五
〇
〇
円

三
五
、
三
五
〇
円

小
ホ
ー
ル

日
曜
日
等

一
〇
、
二
九
〇
円

一
六
、
五
〇
〇
円

二
〇
、
五
九
〇
円

四
五
、
〇
一
〇
円

会
議
室

二
、
七
七
〇
円

三
、
八
二
〇
円

五
、
四
一
〇
円

一
一
、
四
〇
〇
円

第
一
和
室

二
、
一
一
〇
円

三
、
〇
三
〇
円

四
、
二
二
〇
円

八
、
八
九
〇
円

第
二
和
室

第
一
楽
屋

第
二
楽
屋

一
、
〇
五
〇
円

一
、
四
五
〇
円

二
、
一
一
〇
円

四
、
三
八
〇
円

第
三
楽
屋

第
四
楽
屋

一
、
九
八
〇
円

二
、
七
七
〇
円

三
、
八
二
〇
円

八
、
一
五
〇
円

リ
ハ
ー
サ

ル
室
（
兼

二
、
五
〇
〇
円

三
、
四
三
〇
円

五
、
〇
一
〇
円

一
〇
、
四
〇
〇
円

大
部
屋
）

小
ホ
ー
ル

九
二
〇
円

一
、
三
二
〇
円

一
、
七
一
〇
円

三
、
七
六
〇
円

控
室

浴

室

一
、
〇
五
〇
円

一
、
〇
五
〇
円

一
、
〇
五
〇
円

三
、
〇
六
〇
円

主
催
者
室

四
二
〇
円

六
〇
〇
円

八
五
〇
円

一
、
七
九
〇
円

視
聴
覚
室

三
、
一
六
〇
円

四
、
三
五
〇
円

六
、
二
〇
〇
円

一
二
、
九
六
〇
円

応
接
室

一
、
七
一
〇
円

二
、
三
七
〇
円

三
、
三
〇
〇
円

七
、
〇
一
〇
円

２

加
算
額

種

別

金

額

入
場
料
が
五
百
五
十
円
を
超
え
、
千
百
円
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
施
設
の
別
及
び

使
用
区
分
に
応
じ
、
基
本
額
の
百
分
の
二
十
に
相
当
す
る
額

入
場
料
が
千
百
円
を
超
え
、
二
千
二
百
円
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
施
設
の
別
及
び

使
用
区
分
に
応
じ
、
基
本
額
の
百
分
の
四
十
に
相
当
す
る
額

入
場
料
が
二
千
二
百
円
を
超
え
、
三
千
三
百
円
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
施
設
の
別

入
場
料
徴
収
加
算
額

及
び
使
用
区
分
に
応
じ
、
基
本
額
の
百
分
の
六
十
に
相
当
す
る
額

入
場
料
が
三
千
三
百
円
を
超
え
、
五
千
五
百
円
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
施
設
の
別

及
び
使
用
区
分
に
応
じ
、
基
本
額
の
百
分
の
九
十
に
相
当
す
る
額

入
場
料
が
五
千
五
百
円
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
施
設
の
別
及
び
使
用
区
分
に
応

じ
、
基
本
額
の
百
分
の
百
二
十
に
相
当
す
る
額

冷
暖
房
加
算
額

施
設
の
別
及
び
使
用
区
分
に
応
じ
、
基
本
額
の
百
分
の
二
十
に
相
当
す
る
額

施
設
の
別
及
び
使
用
日
に
応
じ
、
一
時
間
に
つ
き
、
夜
間
に
係
る
基
本
額
の
四
分
の
一

夜
間
超
過
加
算
額

に
相
当
す
る
額
の
百
分
の
百
二
十
に
相
当
す
る
額

準
備
等
加
算
額

施
設
の
別
及
び
使
用
区
分
に
応
じ
、
基
本
額
の
百
分
の
七
十
に
相
当
す
る
額

備
考１

使
用
区
分
の
使
用
日
の
欄
中
「
平
日
」
及
び
「
日
曜
日
等
」
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次

に
掲
げ
る
日
を
い
う
。

⑴

平
日

日
曜
日
等
以
外
の
日

⑵

日
曜
日
等

日
曜
日
、
土
曜
日
又
は
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法

律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日

２

使
用
区
分
の
使
用
時
間
の
項
中
「
午
前
」
、
「
午
後
」
、
「
夜
間
」
及
び
「
全
日
」
と
あ

る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
時
間
を
い
う
（
以
下
こ
の
表
及
び
附
則
別
表
第
二
に
お
い

て
同
じ
。
）
。

⑴

午
前

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
の
時
間

⑵

午
後

午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
時
間

⑶

夜
間

午
後
五
時
三
十
分
か
ら
午
後
九
時
三
十
分
ま
で
の
時
間
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⑷

全
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
三
十
分
ま
で
の
時
間

３

加
算
額
の
種
別
の
欄
中
「
入
場
料
徴
収
加
算
額
」
、
「
冷
暖
房
加
算
額
」
、
「
夜
間
超
過

加
算
額
」
及
び
「
準
備
等
加
算
額
」
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
額
を
い
う
。

⑴

入
場
料
徴
収
加
算
額

大
ホ
ー
ル
又
は
小
ホ
ー
ル
の
使
用
者
が
、
当
該
大
ホ
ー
ル
又
は

小
ホ
ー
ル
を
使
用
す
る
に
際
し
、
当
該
大
ホ
ー
ル
又
は
小
ホ
ー
ル
に
入
場
す
る
者
か
ら
入

場
料
を
徴
収
す
る
場
合
に
基
本
額
に
加
算
さ
れ
る
額

⑵

冷
暖
房
加
算
額

使
用
が
一
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
六
月
十
五
日
か

ら
九
月
十
五
日
ま
で
の
間
及
び
十
一
月
十
五
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
さ
れ

る
場
合
に
基
本
額
に
加
算
さ
れ
る
額
（
附
則
別
表
第
二
に
お
い
て
同
じ
。
）

⑶

夜
間
超
過
加
算
額

夜
間
又
は
全
日
に
係
る
使
用
者
が
引
き
続
き
午
後
九
時
三
十
分
以

降
に
使
用
す
る
場
合
の
額

⑷

準
備
等
加
算
額

大
ホ
ー
ル
、
小
ホ
ー
ル
、
第
一
楽
屋
、
第
二
楽
屋
、
第
三
楽
屋
又
は

第
四
楽
屋
を
準
備
又
は
練
習
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
の
額

４

使
用
す
る
時
間
が
使
用
区
分
に
定
め
る
使
用
時
間
（
夜
間
超
過
加
算
額
に
あ
っ
て
は
、
一

時
間
）
に
満
た
な
い
と
き
は
、
こ
れ
を
使
用
区
分
に
定
め
る
使
用
時
間
（
夜
間
超
過
加
算
額

に
あ
っ
て
は
、
一
時
間
）
に
切
り
上
げ
て
計
算
す
る
（
附
則
別
表
第
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

５

こ
の
表
に
基
づ
い
て
算
出
し
た
額
に
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
る
（
附
則
別
表
第
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

二

設
備
関
係設

備

の

別

使
用
単
位

金

額

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
（
大
ホ
ー
ル
用
）

一
台
一
回

一
四
、
五
二
〇
円

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
（
大
ホ
ー
ル
用
）

一
台
一
回

六
、
二
〇
〇
円

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
（
小
ホ
ー
ル
用
）

一
台
一
回

五
、
一
四
〇
円

ス
ク
リ
ー
ン
（
大
ホ
ー
ル
用
）

一
式
一
回

二
、
一
一
〇
円

仮
設
能
舞
台

一
式
一
回

一
八
、
六
一
〇
円

所
作
台

一
式
一
回

八
、
三
一
〇
円

音
響
反
射
板
（
大
ホ
ー
ル
用
）

一
式
一
回

四
、
二
二
〇
円

音
響
反
射
板
（
小
ホ
ー
ル
用
）

一
式
一
回

二
、
一
一
〇
円

せ
り
上
げ
装
置
（
大
せ
り
）

一
式
一
回

一
、
〇
五
〇
円

せ
り
上
げ
装
置
（
小
せ
り
）

一
式
一
回

五
二
〇
円

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
せ
り
上
げ
装
置

一
式
一
回

四
、
二
二
〇
円

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
用
ひ
な
壇

一
式
一
回

八
、
三
一
〇
円

三
、
一
六
〇
円
の
範
囲
内
で

舞
台
用
附
属
設
備

規
則
で
定
め
る
額

三
、
一
六
〇
円
の
範
囲
内
で

舞
台
照
明
設
備

規
則
で
定
め
る
額

三
、
一
六
〇
円
の
範
囲
内
で

舞
台
音
響
設
備

規
則
で
定
め
る
額

三
、
一
六
〇
円
の
範
囲
内
で

視
聴
覚
室
附
属
設
備

規
則
で
定
め
る
額

備
考

使
用
単
位
中
「
一
回
」
と
あ
る
の
は
、
設
備
の
属
す
る
施
設
の
使
用
時
間
単
位
の
そ
れ
ぞ

れ
午
前
、
午
後
又
は
夜
間
に
対
応
す
る
時
間
と
し
、
全
日
は
、
三
回
と
す
る
。

附
則
別
表
第
二

一

施
設
関
係

１

基
本
額

施

設

の

別

使

用

区

分

金

額

展
示
室

全
日
（
た
だ
し
、
午
後
八
時
ま
で
と
す
る
。
）

四
一
、
一
八
〇
円

午
前

一
〇
、
二
九
〇
円

午
後

一
四
、
五
二
〇
円

展
示
以
外
の
場
合

夜
間

二
〇
、
五
九
〇
円

会
議
室
兼
展
示
室

全
日

四
三
、
一
三
〇
円

全
日
（
た
だ
し
、
午
後
八
時

展
示
の
場
合

三
六
、
〇
三
〇
円

ま
で
と
す
る
。
）
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廊
下
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
含
む
。
）

全
日
（
た
だ
し
、
午
後
八
時
ま
で
と
す
る
。
）

一
〇
、
二
九
〇
円

２

加
算
額

種

別

金

額

冷
暖
房
加
算
額

施
設
の
別
及
び
使
用
区
分
に
応
じ
、
基
本
額
の
百
分
の
二
十
に
相
当
す
る
額

準
備
等
加
算
額

施
設
の
別
及
び
使
用
区
分
に
応
じ
、
基
本
額
の
百
分
の
七
十
に
相
当
す
る
額

備
考

加
算
額
の
種
別
の
欄
中
「
準
備
等
加
算
額
」
と
あ
る
の
は
、
展
示
室
又
は
会
議
室
兼
展
示

室
を
展
示
の
準
備
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
の
額
を
い
う
。

二

設
備
関
係

設

備

の

別

金

額

会
議
室
兼
展
示
室
附
属
設
備

三
、
一
六
〇
円
の
範
囲
内
で
規
則
で
定
め
る
額

（
文
化
振
興
課
）

福
島
県
条
例
第
十
号

ふ
く
し
ま
海
洋
科
学
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

ふ
く
し
ま
海
洋
科
学
館
条
例
（
平
成
十
一
年
福
島
県
条
例
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
表
中
「
一
、
〇
三
〇
円
」
を
「
一
、
〇
五
〇
円
」
に
、
「
六
二
〇
円
」
を
「
六
三
〇
円
」
に
、
「
八

四
〇
円
」
を
「
八
五
〇
円
」
に
、
「
五
〇
〇
円
」
を
「
五
一
〇
円
」
に
、
「
二
、
四
四
〇
円
」
を
「
二
、

四
八
〇
円
」
に
、
「
一
、
四
七
〇
円
」
を
「
一
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
二
、
〇
六
〇
円
」
を
「
二
、
一

〇
〇
円
」
に
、
「
一
、
二
四
〇
円
」
を
「
一
、
二
六
〇
円
」
に
、
「
一
、
六
七
〇
円
」
を
「
一
、
七
〇

〇
円
」
に
、
「
一
、
〇
一
〇
円
」
を
「
一
、
〇
三
〇
円
」
に
、
「
四
、
八
九
〇
円
」
を
「
四
、
九
八
〇

円
」
に
、
「
二
、
九
三
〇
円
」
を
「
二
、
九
九
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
生
涯
学
習
課
）

福
島
県
条
例
第
十
一
号

福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
十
二
年
福
島
県
条
例
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
の
一
の
１
の
表
中
「
七
、
二
〇
〇
円
」
を
「
七
、
三
〇
〇
円
」
に
、
「
一
四
、
四
〇
〇
円
」
を

「
一
四
、
六
〇
〇
円
」
に
改
め
、
別
表
の
一
の
２
の
表
中
「
五
百
四
十
円
」
を
「
五
百
五
十
円
」
に
、

「
千
八
十
円
」
を
「
千
百
円
」
に
、
「
二
千
百
六
十
円
」
を
「
二
千
二
百
円
」
に
、
「
三
千
二
百
四
十

円
」
を
「
三
千
三
百
円
」
に
、
「
五
千
四
百
円
」
を
「
五
千
五
百
円
」
に
改
め
、
別
表
の
一
の
３
の
表

中
「
四
、
三
〇
〇
円
」
を
「
四
、
四
〇
〇
円
」
に
、
「
三
、
九
〇
〇
円
」
を
「
四
、
〇
〇
〇
円
」
に
改

め
、
同
表
備
考
３
中
「
小
学
校
児
童
」
を
「
小
学
校
の
児
童
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
者
」
に
改
め
、
別
表

の
二
の
表
中
「
三
、
一
〇
〇
円
」
を
「
三
、
二
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
の
一
の
３
の
表
備
考

３
の
改
正
規
定
及
び
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
前
に
福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
条
例
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
使

用
の
承
認
を
受
け
た
使
用
期
間
の
う
ち
同
日
以
後
の
期
間
に
係
る
使
用
で
あ
る
場
合
の
同
条
例
別
表

の
一
の
１
の
研
修
ホ
ー
ル
の
基
本
額
、
別
表
の
一
の
２
の
加
算
額
及
び
別
表
の
二
の
ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
（
研
修
ホ
ー
ル
用
）
の
使
用
の
額
に
係
る
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
別
表
の
一
の
１
（
研
修

ホ
ー
ル
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
別
表
の
一
の
２
及
び
別
表
の
二
（
ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
（
研

修
ホ
ー
ル
用
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
附
則
別
表
に
定
め
る
額
の
範
囲

内
に
お
い
て
、
指
定
管
理
者
が
知
事
の
承
認
を
受
け
た
額
と
す
る
。

附
則
別
表

一

施
設
関
係

１

基
本
額

金

額

使

用

区

分

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

そ
の
他
の
使
用
で
あ
る
場
合

の
促
進
に
関
し
て
行
う
活
動

の
た
め
の
使
用
で
あ
る
場
合

使

用

単

位

時

間

午
前
、
午
後
又
は
夜
間

午
前
、
午
後
又
は
夜
間

施
設
の
別

研
修
ホ
ー
ル

七
、
三
〇
〇
円

一
四
、
六
〇
〇
円

備
考１

「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進
に
関
し
て
行
う
活
動
」
と
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
形
成
の
促
進
に
関
し
て
行
う
講
演
会
、
講
習
会
、
研
修
会
、
研
究
会
、
交
流
活
動
等
を

い
う
。

２

使
用
単
位
時
間
の
項
中
「
午
前
」
、
「
午
後
」
及
び
「
夜
間
」
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ

次
に
掲
げ
る
時
間
を
い
う
（
以
下
同
じ
。
）
。

⑴

午
前

午
前
九
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
の
時
間

⑵

午
後

午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
時
間
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⑶

夜
間

午
後
五
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
の
時
間

３

使
用
す
る
時
間
が
こ
の
表
に
定
め
る
使
用
単
位
時
間
に
満
た
な
い
と
き
は
、
こ
れ
を
こ
の

表
に
定
め
る
使
用
単
位
時
間
に
切
り
上
げ
て
計
算
す
る
。

４

講
演
会
そ
の
他
の
催
し
の
設
営
又
は
器
材
の
撤
去
等
を
行
う
た
め
に
研
修
ホ
ー
ル
を
使
用
す

る
場
合
の
額
（
当
該
催
し
の
行
わ
れ
る
時
間
の
属
す
る
使
用
単
位
時
間
に
係
る
額
を
除
く
。
）

は
、
使
用
区
分
に
応
じ
、
表
に
定
め
る
額
の
百
分
の
七
十
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

２

加
算
額

種
別

金

額

入
場
料

入
場
料
（
入
場
料
、
会
費
そ
の
他
名
称
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
入
場
の
対
価
と
し
て
徴

徴
収
加

収
す
る
金
銭
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
最
高
額
が
五
百
五
十
円
を
超
え
、
千
百
円

算
額

以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
基
本
額
の
百
分
の
二
十
に
相
当
す
る
額

入
場
料
の
最
高
額
が
千
百
円
を
超
え
、
二
千
二
百
円
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
基

本
額
の
百
分
の
四
十
に
相
当
す
る
額

入
場
料
の
最
高
額
が
二
千
二
百
円
を
超
え
、
三
千
三
百
円
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

基
本
額
の
百
分
の
六
十
に
相
当
す
る
額

入
場
料
の
最
高
額
が
三
千
三
百
円
を
超
え
、
五
千
五
百
円
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

基
本
額
の
百
分
の
九
十
に
相
当
す
る
額

入
場
料
の
最
高
額
が
五
千
五
百
円
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
基
本
額
の
百
分
の

百
二
十
に
相
当
す
る
額

備
考

「
入
場
料
徴
収
加
算
額
」
と
は
、
使
用
者
が
研
修
ホ
ー
ル
を
使
用
し
て
開
催
す
る
講
演
会

そ
の
他
の
催
し
に
入
場
す
る
者
か
ら
入
場
料
を
徴
収
す
る
場
合
に
、
当
該
催
し
の
設
営
か
ら

器
材
の
撤
去
等
ま
で
の
間
に
関
連
し
て
使
用
す
る
全
て
の
施
設
の
基
本
額
に
加
算
さ
れ
る
額

を
い
う
。

二

附
属
設
備
関
係

設

備

の

別

使
用
単
位

金

額

ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
（
研
修
ホ
ー
ル
用
）

一
式
一
回

三
、
二
〇
〇
円

備
考

使
用
単
位
の
欄
中
「
一
回
」
と
あ
る
の
は
、
設
備
の
属
す
る
施
設
の
使
用
単
位
時
間
の
そ

れ
ぞ
れ
午
前
、
午
後
又
は
夜
間
に
対
応
す
る
時
間
と
す
る
。

（
男
女
共
生
課
）

福
島
県
条
例
第
十
二
号

福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
二
十
七
年
福
島
県
条
例
第
百
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
の
一
の
表
中
「
一
五
、
三
〇
〇
円
」
を
「
一
五
、
六
〇
〇
円
」
に
、
「
三
〇
、
五
〇
〇
円
」
を

「
三
一
、
一
〇
〇
円
」
に
、
「
一
三
、
三
〇
〇
円
」
を
「
一
三
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
二
六
、
五
〇
〇

円
」
を
「
二
七
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
二
二
、
四
〇
〇
円
」
を
「
二
二
、
八
〇
〇
円
」
に
、
「
四
四
、

「

七
〇
〇
円
」
を
「
四
五
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
九
、
一
〇
〇
円
」
を
「
九
、
二
〇
〇
円
」
に
、

「

六
、
四
〇
〇
円

六
、
六
〇
〇
円

一
二
、
八
〇
〇
円

一
三
、
一
〇
〇
円

を

に
改
め
、
別
表
の
三
の

六
、
四
〇
〇
円

六
、
五
〇
〇
円

一
二
、
八
〇
〇
円

一
三
、
〇
〇
〇
円

」

」

表
中
「
二
、
八
〇
〇
円
」
を
「
二
、
九
〇
〇
円
」
に
、
「
五
、
六
〇
〇
円
」
を
「
五
、
七
〇
〇
円
」
に
、

「
五
、
九
〇
〇
円
」
を
「
六
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
一
一
、
八
〇
〇
円
」
を
「
一
二
、
〇
〇
〇
円
」
に
、

「

「

一
、
九
〇
〇
円

二
、
〇
〇
〇
円

一
、
〇
〇
〇
円

を

一
、
〇
〇
〇
円

に
、
「
六
、
二
〇
〇

一
、
九
〇
〇
円

二
、
〇
〇
〇
円

」

」

円
」
を
「
六
、
三
〇
〇
円
」
に
、
「
一
二
、
四
〇
〇
円
」
を
「
一
二
、
六
〇
〇
円
」
に
、
「
一
一
、
六

〇
〇
円
」
を
「
一
一
、
八
〇
〇
円
」
に
、
「
二
三
、
一
〇
〇
円
」
を
「
二
三
、
六
〇
〇
円
」
に
、
「
二

二
、
一
〇
〇
円
」
を
「
二
二
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
四
四
、
一
〇
〇
円
」
を
「
四
四
、
九
〇
〇
円
」
に

改
め
る
。
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附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

２

平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
前
に
福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
条
例
第
五
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け

た
使
用
に
係
る
期
間
の
う
ち
同
日
以
後
の
期
間
に
係
る
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
同
条
例
別
表
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
附
則
別
表
に
定
め
る
額
と
す
る
。

附
則
別
表

一

基
本
使
用
料

施

設

の

別

使
用
単
位

使

用

料

の

額

環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
交
流

会
議
室

半
日

一
五
、
六
〇
〇
円

棟

全
日

三
一
、
一
〇
〇
円

多
目
的
会
議
室

半
日

一
三
、
五
〇
〇
円

全
日

二
七
、
〇
〇
〇
円

ホ
ー
ル

半
日

二
二
、
八
〇
〇
円

全
日

四
五
、
五
〇
〇
円

同
時
通
訳
室

半
日

四
、
六
〇
〇
円

全
日

九
、
二
〇
〇
円

野
生
生
物
共
生
セ
ン
タ
ー

会
議
室

半
日

六
、
六
〇
〇
円

全
日

一
三
、
一
〇
〇
円

猪
苗
代
水
環
境
セ
ン
タ
ー

研
修
室

半
日

六
、
五
〇
〇
円

全
日

一
三
、
〇
〇
〇
円

備
考１

使
用
単
位
の
欄
中
「
半
日
」
及
び
「
全
日
」
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
時
間

を
い
う
。

⑴

半
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
又
は
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
時
間

⑵

全
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
時
間

２

使
用
す
る
時
間
が
こ
の
表
に
定
め
る
使
用
単
位
に
満
た
な
い
と
き
は
、
こ
れ
を
こ
の
表
に

定
め
る
使
用
単
位
に
切
り
上
げ
て
計
算
す
る
。

３

同
時
通
訳
室
は
、
ホ
ー
ル
及
び
同
時
通
訳
設
備
を
使
用
す
る
場
合
に
限
り
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

二

特
別
使
用
料

種

別

金

額

営
利
目
的
使
用
加
算
料

施
設
の
別
及
び
使
用
単
位
に
応
じ
、
基
本
使
用
料
の
額
の
百

分
の
百
に
相
当
す
る
額

準
備
等
使
用
料

施
設
の
別
及
び
使
用
単
位
に
応
じ
、
基
本
使
用
料
の
額
の
百

分
の
七
十
に
相
当
す
る
額

備
考１

「
営
利
目
的
使
用
加
算
料
」
と
あ
る
の
は
、
使
用
者
が
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
を
使
用
す
る

場
合
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
に
、
基
本
使
用
料
に
加
算
さ
れ
る
使
用
料
を
い
う
。

⑴

営
利
の
目
的
で
入
場
料
、
受
講
料
、
会
費
等
を
徴
収
し
て
行
事
を
開
催
す
る
と
き
。

⑵

商
品
販
売
、
商
業
宣
伝
等
の
営
利
的
性
格
を
有
す
る
行
為
を
行
う
目
的
を
も
っ
て
使
用

す
る
と
き
。

２

「
準
備
等
使
用
料
」
と
あ
る
の
は
、
使
用
者
が
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
準
備
又
は

練
習
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
を
い
う
。

３

こ
の
表
に
基
づ
い
て
算
出
し
た
使
用
料
の
額
に
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
、
切
り
捨
て
る
。

三

設
備
使
用
料

設
備
の
別

施

設

の

別

使
用
単
位

使

用

料

の

額

冷
暖
房
設
備

環
境
創
造
セ

会
議
室

半
日

二
、
九
〇
〇
円

ン
タ
ー
交
流

棟

全
日

五
、
七
〇
〇
円

多
目
的
会
議
室

半
日

一
、
九
〇
〇
円

全
日

三
、
七
〇
〇
円

ホ
ー
ル

半
日

六
、
〇
〇
〇
円
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全
日

一
二
、
〇
〇
〇
円

同
時
通
訳
室

半
日

一
、
五
〇
〇
円

全
日

二
、
九
〇
〇
円

音
響
設
備

環
境
創
造
セ

会
議
室

半
日

一
、
〇
〇
〇
円

ン
タ
ー
交
流

棟

全
日

二
、
〇
〇
〇
円

多
目
的
会
議
室

半
日

一
、
〇
〇
〇
円

全
日

二
、
〇
〇
〇
円

ホ
ー
ル

半
日

六
、
三
〇
〇
円

全
日

一
二
、
六
〇
〇
円

野
生
生
物
共

会
議
室

半
日

一
〇
〇
円

生
セ
ン
タ
ー

全
日

二
〇
〇
円

猪
苗
代
水
環

研
修
室

半
日

二
〇
〇
円

境
セ
ン
タ
ー

全
日

三
〇
〇
円

映
像
設
備

環
境
創
造
セ

会
議
室

半
日

一
、
七
〇
〇
円

ン
タ
ー
交
流

棟

全
日

三
、
三
〇
〇
円

多
目
的
会
議
室

半
日

一
、
七
〇
〇
円

全
日

三
、
三
〇
〇
円

ホ
ー
ル

半
日

一
一
、
八
〇
〇
円

全
日

二
三
、
六
〇
〇
円

野
生
生
物
共

会
議
室

半
日

三
〇
〇
円

生
セ
ン
タ
ー

全
日

五
〇
〇
円

猪
苗
代
水
環

研
修
室

半
日

三
〇
〇
円

境
セ
ン
タ
ー

全
日

五
〇
〇
円

同
時
通
訳
設
備

環
境
創
造
セ

同
時
通
訳
室

半
日

二
二
、
五
〇
〇
円

（
同
時
通
訳
無
線

ン
タ
ー
交
流

受
信
機
を
除
く
。
）

棟

全
日

四
四
、
九
〇
〇
円

同
時
通
訳
無
線

半
日

三
〇
〇
円

受
信
機
（
一
個

当
た
り
）

全
日

六
〇
〇
円

備
考１

設
備
使
用
料
は
、
使
用
者
が
会
議
室
、
多
目
的
会
議
室
、
ホ
ー
ル
、
同
時
通
訳
室
又
は
研

修
室
を
使
用
す
る
と
き
に
、
基
本
使
用
料
に
加
算
す
る
。

２

使
用
単
位
の
欄
中
「
半
日
」
及
び
「
全
日
」
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
時
間

を
い
う
。

⑴

半
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
又
は
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
時
間

⑵

全
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
時
間

３

使
用
す
る
時
間
が
こ
の
表
に
定
め
る
使
用
単
位
に
満
た
な
い
と
き
は
、
こ
れ
を
こ
の
表
に

定
め
る
使
用
単
位
に
切
り
上
げ
て
計
算
す
る
。

（
環
境
共
生
課
）

福
島
県
条
例
第
十
三
号

福
島
県
勤
労
身
体
障
が
い
者
体
育
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
勤
労
身
体
障
が
い
者
体
育
館
条
例
（
昭
和
五
十
一
年
福
島
県
条
例
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
勤
労
身
体
障
害
者
」
を
「
勤
労
身
体
障
が
い
者
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
身
体
障
害
者
」
を
「
身
体
障
が
い
者
」
に
改
め
る
。

別
表
の
一
の
⑴
の
表
中
「
八
六
〇
円
」
を
「
八
八
○
円
」
に
、
「
一
、
七
二
〇
円
」
を
「
一
、
七
六

〇
円
」
に
、
「
五
、
一
八
〇
円
」
を
「
五
、
二
八
〇
円
」
に
、
「
三
、
四
五
〇
円
」
を
「
三
、
五
二
〇

円
」
に
、
「
一
〇
、
三
六
〇
円
」
を
「
一
〇
、
五
六
〇
円
」
に
、
「
六
四
〇
円
」
を
「
六
六
〇
円
」
に
、

「
一
、
二
九
〇
円
」
を
「
一
、
三
二
〇
円
」
に
、
「
三
、
八
八
〇
円
」
を
「
三
、
九
六
〇
円
」
に
、
「
二
、

五
九
〇
円
」
を
「
二
、
六
四
〇
円
」
に
、
「
七
、
七
七
〇
円
」
を
「
七
、
九
二
〇
円
」
に
、
「
一
、
四

〇
〇
円
」
を
「
一
、
四
三
〇
円
」
に
、
「
二
、
八
〇
〇
円
」
を
「
二
、
八
六
〇
円
」
に
、
「
八
、
四
二

〇
円
」
を
「
八
、
五
八
〇
円
」
に
、
「
五
、
六
一
〇
円
」
を
「
五
、
七
二
〇
円
」
に
、
「
一
六
、
八
四
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
〇
円
」
を
「
一
七
、
一
六
〇
円
」
に
改
め
、
別
表
の
一
の
⑵
の
表
中
「
三
九
〇
円
」
を
「
四
〇
〇
円
」

に
、
「
五
七
〇
円
」
を
「
五
八
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
及
び
第
七
条
の
改

正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
福
島
県
勤
労
身
体
障
が
い
者
体
育
館
条
例
別
表
の
規
定
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日

以
後
の
使
用
に
係
る
使
用
料
の
額
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
使
用
に
係
る
使
用
料
の
額
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
保
健
福
祉
総
務
課
）

福
島
県
条
例
第
十
四
号

福
島
県
総
合
社
会
福
祉
施
設
太
陽
の
国
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
総
合
社
会
福
祉
施
設
太
陽
の
国
条
例
（
昭
和
五
十
四
年
福
島
県
条
例
第
九
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
の
表
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第
五

条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設
の
部
福
島
県
か
し
わ
荘
の
項
及
び
福
島
県
け
や
き
荘
の
項

中
「
一
〇
〇
人
」
を
「
八
〇
人
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
の
表
中
「
太
陽
の
国
厚
生
セ
ン
タ
ー
」
を
「
太

陽
の
国
交
流
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、
同
表
太
陽
の
国
中
央
公
園
の
項
を
削
る
。

第
六
条
第
一
項
第
四
号
中
「
太
陽
の
国
厚
生
セ
ン
タ
ー
」
を
「
太
陽
の
国
交
流
セ
ン
タ
ー
」
に
、

「
「
厚
生
セ
ン
タ
ー
」
を
「
「
交
流
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

第
八
条
及
び
第
十
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
の
規
定
中
「
厚
生
セ
ン
タ
ー
」
を
「
交
流
セ
ン
タ
ー
」
に

改
め
る
。

第
十
四
条
中
「
厚
生
セ
ン
タ
ー
、
太
陽
の
国
中
央
公
園
」
を
「
交
流
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
一
の
表
中
「
一
、
九
四
〇
」
を
「
一
、
九
八
〇
」
に
、
「
二
、
五
九
〇
」
を
「
二
、
六

四
〇
」
に
改
め
、
同
表
備
考
５
中
「
十
二
歳
」
を
「
中
学
生
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
者
」
に
改
め
、
同
表

備
考
６
中
「
六
歳
以
上
十
二
歳
未
満
の
」
を
「
小
学
生
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
」
に
改
め
、
別
表
第
一
の

二
の
表
中
「
三
、
二
四
〇
」
を
「
三
、
三
〇
〇
」
に
、
「
一
、
六
二
〇
」
を
「
一
、
六
五
〇
」
に
、
「
六

四
〇
」
を
「
六
六
〇
」
に
、
「
三
二
〇
」
を
「
三
三
〇
」
に
、
「
四
五
〇
」
を
「
四
六
〇
」
に
、
「
二

二
〇
」
を
「
二
三
〇
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
の
一
の
表
（
備

考
以
外
の
部
分
に
限
る
。
）
の
改
正
規
定
及
び
別
表
第
一
の
二
の
表
の
改
正
規
定
は
、
同
年
十
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

改
正
後
の
福
島
県
総
合
社
会
福
祉
施
設
太
陽
の
国
条
例
別
表
第
一
の
一
の
表
（
備
考
以
外
の
部
分

に
限
る
。
）
及
び
別
表
第
一
の
二
の
表
の
規
定
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
以
後
の
宿
泊
及
び
使

用
に
係
る
使
用
料
の
額
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
宿
泊
及
び
使
用
に
係
る
使
用
料
の
額
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
保
健
福
祉
総
務
課
）

福
島
県
条
例
第
十
五
号

福
島
県
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
を
廃
止
す
る
条
例

福
島
県
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二

十
六
年
福
島
県
条
例
第
九
十
六
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
室
）

福
島
県
条
例
第
十
六
号

福
島
県
介
護
医
療
院
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
介
護
医
療
院
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成

三
十
年
福
島
県
条
例
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
見
出
し
中
「
従
業
員
」
を
「
従
業
者
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
第
三
項
中
「
別
表
第
一
の
三
」
の
下
に
「
、
臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
（
昭
和
三
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
十
四
号
）
第
十
二
条
並
び
に
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
五
号
）
附

則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
臨
床
検
査

技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
十
四
号
）
第
十

二
条
」
を
加
え
、
「
同
令
」
を
「
医
療
法
施
行
規
則
」
に
、
「
第
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
人
体
か

ら
排
出
さ
れ
」
を
「
第
十
五
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
病
院
、
診
療
所
又
は
前
条
の
施
設
（
施
設
告
示

第
四
号
に
定
め
る
施
設
を
除
く
。
）
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
」
に
、
「
「
人
体
か
ら

排
出
さ
れ
」
を
「
「
病
院
、
診
療
所
又
は
臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
条
の
三
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
（
昭
和
五
十
六
年
厚
生
省
告
示
第
十
七
号
。
次
項
に
お

い
て
「
施
設
告
示
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
施
設
（
第
四
号
に
掲
げ
る
施
設
を
除
く
。
）
に
お
け
る
検

体
検
査
の
業
務
（
福
島
県
介
護
医
療
院
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
（
平
成
三
十
年
福
島
県
条
例
第
二
十
三
号
。
以
下
「
基
準
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
十
三
条
第

三
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
検
体
検
査
の
業
務
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
適
正
な
実
施
に

必
要
な
も
の
の
基
準
」
に
、
「
第
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
検
体
検
査
」
を
「
第
十
五
条
の
三
第
一

項
第
二
号
の
前
条
の
施
設
（
施
設
告
示
第
四
号
に
定
め
る
施
設
に
限
る
。
）
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
基
準
」
に
、
「
「
検
体
検
査
」
を
「
「
施
設
告
示
第
四
号
に
掲
げ
る
施
設
に
お
け
る
検
体
検

査
の
業
務
の
適
正
な
実
施
に
必
要
な
も
の
の
基
準
」
に
、
「
第
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
医
療
機
器
」

を
「
第
十
五
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
医
療
機
器
」
に
、
「
「
医
療
機
器
」
を
「
「
基
準
条
例
第

三
十
三
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
医
療
機
器
」
に
、
「
第
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
第
九
条
の

七
」
を
「
第
十
五
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
第
九
条
の
八
の
二
」
に
、
「
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
」

を
「
基
準
条
例
第
三
十
三
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
」
に
、
「
第
十
五
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
医
療
」
」
を
「
第
十
五
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
医
療
」
」
に
、
「
「
医

療
」
」
を
「
「
基
準
条
例
第
三
十
三
条
第
三
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
医
療
」
」
に
、
「
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
」
を
「
、
臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
二
条
第
一
項
中
「
法
第
二
十

条
の
三
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
」
と
あ
る
の
は
「
福
島
県
介
護
医
療
院
の
人
員
、
施

設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
三
十
年
福
島
県
条
例
第
二
十
三
号
）

第
三
十
三
条
第
三
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
検
体
検
査
の
業
務
の
適
正
な
実
施
に
必
要
な
も
の
の
基
準
」

と
、
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
附
則
第

二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
臨
床
検
査
技
師
、

衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
二
条
第
一
項
中
「
法
第
二
十
条
の
三
第
二
項
の
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
」
と
あ
る
の
は
「
福
島
県
介
護
医
療
院
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
三
十
年
福
島
県
条
例
第
二
十
三
号
）
第
三
十
三
条
第
三
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
る
検
体
検
査
の
業
務
の
適
正
な
実
施
に
必
要
な
も
の
の
基
準
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
室
）

福
島
県
条
例
第
十
七
号

福
島
県
自
殺
対
策
緊
急
強
化
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
自
殺
対
策
緊
急
強
化
基
金
条
例
（
平
成
二
十
一
年
福
島
県
条
例
第
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
中
「
平
成
三
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
」
に

改
め
る
。附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
障
が
い
福
祉
課
）

福
島
県
条
例
第
十
八
号

福
島
県
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
福
島
県
条
例
第
六
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
三
号
中
「
短
期
大
学
」
の
下
に
「
（
学
校
教
育
法
第
八
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
専
門
職

大
学
の
前
期
課
程
（
以
下
「
専
門
職
大
学
前
期
課
程
」
と
い
う
。
）
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
「
学
校

教
育
法
」
を
「
同
法
」
に
改
め
、
「
卒
業
し
た
者
」
の
下
に
「
（
専
門
職
大
学
前
期
課
程
に
あ
っ
て
は
、

修
了
し
た
者
）
」
を
、
「
当
該
卒
業
」
の
下
に
「
（
専
門
職
大
学
前
期
課
程
を
修
了
し
た
者
に
あ
っ
て

は
、
当
該
修
了
）
」
を
加
え
、
同
条
第
六
号
中
「
卒
業
し
た
者
」
の
下
に
「
（
専
門
職
大
学
前
期
課
程

に
あ
っ
て
は
、
修
了
し
た
者
）
」
を
加
え
、
「
当
該
卒
業
後
六
年
以
上
」
を
「
当
該
卒
業
（
専
門
職
大

学
前
期
課
程
を
修
了
し
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
修
了
）
後
六
年
以
上
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
中
「
卒

業
し
た
者
」
の
下
に
「
（
当
該
課
程
を
修
了
し
て
専
門
職
大
学
前
期
課
程
を
修
了
し
た
者
を
含
む
。
第

九
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
「
当
該
卒
業
後
七
年
以
上
」
を
「
当
該
卒
業
（
専
門
職
大
学
前

期
課
程
を
修
了
し
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
修
了
）
後
七
年
以
上
」
に
改
め
、
同
条
第
十
号
中
「
又
は

水
道
環
境
」
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
条
例
の
施
行
前
に
行
わ
れ
た
技
術
士
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
四
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
第
二
次
試
験
の
う
ち
上
下
水
道
部
門
に
係
る
も
の
に
合
格
し
た
者
で
あ
っ
て
、
選

択
科
目
と
し
て
水
道
環
境
を
選
択
し
た
も
の
は
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
福
島
県
水
道
技
術
管

理
者
の
資
格
を
定
め
る
条
例
第
一
条
第
十
号
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
第
二
次
試
験
の
う
ち
上
下
水
道
部
門
に
係
る
も
の
に
合
格
し
た
者
で
あ
っ
て
、
選
択
科
目
と
し

て
上
水
道
及
び
工
業
用
水
道
を
選
択
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
食
品
生
活
衛
生
課
）

福
島
県
条
例
第
十
九
号

福
島
県
衛
生
研
究
所
検
査
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
衛
生
研
究
所
検
査
手
数
料
条
例
（
昭
和
四
十
四
年
福
島
県
条
例
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

「

㈡

嫌
気
性
菌

一
項
目

九
、
〇
〇
〇
円

「

の
検
査

㈡

嫌

別
表
第
一
の
二
の
項
中

を

㈢

抗
生
物
質

一
項
目

二
一
、
〇
六
〇
円

の
検

等
の
検
査

」

気
性
菌

一
項
目

九
、
〇
〇
〇
円

に
、
「
酸
価
」
を
「
比
重
」
に
、
「
脂
肪
」
を
「
発
色

査

」

「

「

㈡

保
存
料
等

一
成

㈡

保
存
料
等

一
成
分

一
六
、
四
八
〇
円

の
添
加
物

剤
」
に
、

を

の
添
加
物

㈢

抗
生
物
質

一
成

」

等
の
検
査

分

一
六
、
四
八
〇
円

に
、
「
一
五
、
七
八
〇
円
」
を
「
一
六
、
一
四
〇
円
」
に
、
「
甘
味
料
」

分

二
二
、
三
二
〇
円
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」

「

㈢

ビ
タ
ミ
ン

等
の
微
量
成

分

を
「
防
カ
ビ
剤
」
に
、
「
二
四
、
一
一
〇
円
」
を
「
二
四
、
五
四
〇
円
」
に
、

㈣

遺
伝
子
組

換
え
食
品
検

査

一
成
分

二
二
、
一
四
〇
円

「

㈢

遺
伝
子
組

一

件

四
一
、
一

を

換
え
食
品
検

一

件

五
〇
、
三
七
〇
円

Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ａ

査

法
の
場
合

」

〇
〇
円

Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ａ

法
の
場
合

に
、
「
二
〇
、
一
三
〇
円
」
を
「
二
五
、
五
九
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
三

」

の
項
を
削
り
、
同
表
四
の
項
中
「
三
、
三
六
〇
円
」
を
「
三
、
三
七
〇
円
」
に
、
「
二
一
、
六
三
〇
円
」

を
「
二
二
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
二
二
、
八
二
〇
円
」
を
「
二
三
、
六
六
〇
円
」
に
改
め
、
同
項
を
同

表
三
の
項
と
し
、
同
表
五
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

家

定
性

１

簡

漏
水
試
験
等
の

一
項
目

一
、
二
三
〇
円

庭
用

易
な

指
定
項
目

品
等

も
の

の
試

験

２

比

圧
縮
変
形
試
験

一
項
目

三
、
四
三
〇
円

較
的

簡
易

な
も

の

定
量

１

比

㈠

塩
化
水
素

一
成
分

三
、
一
四
〇
円

較
的

等
の
指
定
成

簡
易

分

な
も

㈡

ホ
ル
ム
ア

一
成
分

一
一
、
三
四
〇
円

の

ル
デ
ヒ
ド
等

の
指
定
成
分

２

高

有
機
水
銀
化
合

一
成
分

一
八
、
六
四
〇
円

度
に

物
等
の
指
定
成

複
雑

分

な
も

の

別
表
第
一
の
六
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五

医

規
格
基
準
等
の

㈠

医
薬
品
等

一

件

二
七
、
六
〇
〇
円

発
熱
性
物
質

薬
品
、

試
験

の
無
菌
試
験

試
験
を
除
く
。

衛
生

㈡

衛
生
材
料

一

件

二
二
、
三
七
〇
円

発
熱
性
物
質

材
料

等
の
試
験

試
験
を
除
く
。

等
の

試
験

「

「

㈠

臭
気
等
の

一
項
目

一
、
一
六
〇
円

㈠

臭

物
理
的
試
験

別
表
第
一
の
七
の
項
中

を

物
理

㈡

臭
気
強
度

一
成
分

二
、
六
九
〇
円

㈡

大

㈢

大
腸
菌

一

件

三
、
〇
〇
〇
円

」

「

「

気
等
の

一
項
目

一
、
一
九
〇
円

的
試
験

に
、

一
成
分

一
、
一
六
〇
円

を

腸
菌

一

件

三
、
〇
〇
〇
円

」

」

一
成
分

一
、
二
〇
〇
円

に
、
「
二
、
五
五
〇
円
」
を
「
二
、
六
二
〇
円
」
に
、
「
六
、
〇

」

一
〇
円
」
を
「
六
、
一
三
〇
円
」
に
、
「
八
、
七
〇
〇
円
（
一
斉
分
析
の
場
合
は
、
一
成
分
を
増
す
ご

と
に
一
、
八
一
〇
円
を
加
算
し
た
額
）
」
を
「
八
、
八
七
〇
円
（
一
斉
分
析
の
場
合
は
、
一
成
分
を
増

す
ご
と
に
一
、
八
六
〇
円
を
加
算
し
た
額
）
」
に
、
「
一
〇
、
八
五
〇
円
」
を
「
一
一
、
〇
七
〇
円
」

に
、
「
八
、
〇
六
〇
円
（
一
斉
分
析
の
場
合
は
、
一
成
分
を
増
す
ご
と
に
一
、
八
一
〇
円
を
加
算
し
た

額
）
」
を
「
八
、
二
〇
〇
円
（
一
斉
分
析
の
場
合
は
、
一
成
分
を
増
す
ご
と
に
一
、
八
四
〇
円
を
加
算
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し
た
額
）
」
に
、
「
四
八
、
二
一
〇
円
」
を
「
四
九
、
〇
二
〇
円
」
に
、
「
一
八
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一

「

㈡

Ｇ
Ｃ
／
Ｍ

一
成
分

二
二
、
〇
〇
〇
円

Ｓ
を
用
い
る

（
一
斉
分
析
の
場
合

「

ジ
ェ
オ
ス
ミ

は
、
一
成
分
を
増
す

㈡

Ｇ
Ｃ

ン
等
の
指
定

ご
と
に
五
、
〇
五
〇

Ｓ
を
用

成
分

円
を
加
算
し
た
額
）

八
、
三
三
〇
円
」
に
、

を

ジ
ェ
オ

㈢

Ｌ
Ｃ
／
Ｍ

一
成
分

二
五
、
〇
〇
〇
円

ン
等
の

Ｓ
を
用
い
る

（
一
斉
分
析
の
場
合

成
分

チ
ウ
ラ
ム
等

は
、
一
成
分
を
増
す

の
指
定
成
分

ご
と
に
五
、
〇
五
〇

円
を
加
算
し
た
額
）

」

／
Ｍ

一
成
分

二
二
、
五
七
〇
円

い
る

（
一
斉
分
析
の
場
合

ス
ミ

は
、
一
成
分
を
増
す

に
、
「
八
、
〇
三
〇
円
」
を
「
一
二
、
四
〇
〇
円
」
に
、

指
定

ご
と
に
五
、
一
五
〇

円
を
加
算
し
た
額
）

」

「
四
八
項
目
」
を
「
四
九
項
目
」
に
、
「
三
三
一
、
七
〇
〇
円
」
を
「
三
三
三
、
七
七
〇
円
」
に
、
「
一

二
、
八
八
〇
円
」
を
「
一
七
、
三
〇
〇
円
」
に
、
「
二
〇
、
一
七
〇
円
」
を
「
二
四
、
九
五
〇
円
」
に
、

「
五
二
、
三
〇
〇
円
」
を
「
五
三
、
四
七
〇
円
」
に
、
「
七
、
六
一
〇
円
」
を
「
一
〇
、
〇
四
〇
円
」

に
、
「
四
一
、
七
一
〇
円
」
を
「
六
七
、
四
一
〇
円
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
六
の
項
と
し
、
同
表
八

の
項
を
削
り
、
同
表
九
の
項
中
「
三
、
三
四
〇
円
」
を
「
三
、
四
四
〇
円
」
に
、
「
五
、
四
三
〇
円
」

を
「
五
、
六
〇
〇
円
」
に
、
「
四
、
三
九
〇
円
」
を
「
四
、
五
二
〇
円
」
に
、
「
二
二
、
〇
〇
〇
円
」

を
「
二
三
、
五
五
〇
円
」
に
、
「
一
二
、
〇
五
〇
円
」
を
「
二
三
、
八
六
〇
円
」
に
改
め
、
同
項
を
同

表
七
の
項
と
し
、
同
表
十
の
項
中
「
五
五
、
四
七
〇
円
」
を
「
五
六
、
五
九
〇
円
」
に
、
「
一
六
一
、

「

㈢

ラ
ド
ン
の

一

件

二
三
、
三
五
〇
円

定
量

七
五
〇
円
」
を
「
一
六
二
、
七
八
〇
円
」
に
、

㈣

飲
用
適
否

一

件

八
、
一
〇
〇
円

試
験

Ｉ
Ｍ
泉
効
計

「

使
用
の
場
合

㈢

飲
用
適
否

一

件

七
、
四
五
〇
円

を

に

試
験

」

」

改
め
、
同
項
を
同
表
八
の
項
と
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
薬

務

課
）

福
島
県
条
例
第
二
十
号

福
島
県
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

福
島
県
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
福
島
県

条
例
第
八
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
八
条
第
四
項
及
び
第
三
十
七
条
第
三
項
中
「
の
学
部
で
」
を
「
（
短
期
大
学
を
除
く
。
）
に

お
い
て
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
第
一
号
中
「
者
」
の
下
に
「
（
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程

を
修
了
し
た
者
を
含
む
。
第
五
十
四
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
六
十
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
」
を
加
え
る
。

第
五
十
四
条
第
二
項
第
五
号
中
「
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
り
、
幼
稚
園
」
を
「
教
育
職
員
免
許
法

（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
に
規
定
す
る
幼
稚
園
」
に
、
「
と
な
る
資
格
」
を
「
の
免
許

状
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
ア
中
「
者
」
の
下
に
「
（
当
該
学
科
又
は
当
該
課
程
を
修
め
て
同
法
の
規

定
に
よ
る
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
を
修
了
し
た
者
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

第
五
十
八
条
第
四
項
中
「
の
学
部
で
」
を
「
（
短
期
大
学
を
除
く
。
）
に
お
い
て
」
に
改
め
る
。

第
六
十
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
四
十
三
条
第
一
号
」
を
「
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、

同
項
第
四
号
中
「
の
学
部
で
」
を
「
（
短
期
大
学
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
」
に

改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
の
学
部
で
」
を
「
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
第
四
十
三
条
第

八
号
」
を
「
第
四
十
三
条
第
一
項
第
八
号
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
り
」

を
「
教
育
職
員
免
許
法
に
規
定
す
る
幼
稚
園
」
に
、
「
と
な
る
資
格
」
を
「
の
免
許
状
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
第
十
五
項
中
「
の
学
部
で
」
を
「
（
短
期
大
学
を
除
く
。
）
に
お
い
て
」
に
改
め
る
。

第
九
十
二
条
第
三
項
及
び
第
百
条
第
四
項
中
「
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
の
学
部
で
」
を
「
学

校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
」

に
、
「
同
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
の
学
部
で
」
を
「
同
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
に
お
い
て
」
に
改
め
る
。

第
百
二
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
八
十
二
条
第
三
号
」
を
「
第
八
十
二
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改

め
、
「
者
」
の
下
に
「
（
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
を
修
了
し
た
者
を
含

む
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
四
号
中
「
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
の
学
部
で
」
を
「
学
校
教
育

法
の
規
定
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
」
に
、
「
同

法
の
規
定
に
よ
る
大
学
の
学
部
で
」
を
「
同
法
の
規
定
に
よ
る
大
学
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
項
第
七

号
中
「
第
八
十
二
条
第
七
号
」
を
「
第
八
十
二
条
第
一
項
第
七
号
」
に
、
「
者
で
あ
つ
て
」
を
「
者
で

あ
っ
て
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
り
、
」
を
「
教
育
職
員
免
許
法
に
規

定
す
る
」
に
、
「
と
な
る
資
格
」
を
「
の
免
許
状
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
六
条
第
二
項
中
「
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
」
を
削
る
。
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附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
児
童
家
庭
課
）

福
島
県
条
例
第
二
十
一
号

福
島
県
産
業
支
援
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
産
業
支
援
館
条
例
（
平
成
十
五
年
福
島
県
条
例
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
表
の
一
の
１
の
㈠
の
表
中
「
四
六
、
六
三
〇
円
」
を
「
四
七
、
五
二
〇
円
」
に
、
「
二
三
、
三
一

〇
円
」
を
「
二
三
、
七
六
〇
円
」
に
、
「
二
七
、
九
六
〇
円
」
を
「
二
八
、
四
九
〇
円
」
に
、
「
七
、

五
六
〇
円
」
を
「
七
、
七
〇
〇
円
」
に
、
「
九
三
、
三
一
〇
円
」
を
「
九
五
、
〇
四
〇
円
」
に
、
「
四

六
、
六
五
〇
円
」
を
「
四
七
、
五
二
〇
円
」
に
、
「
五
五
、
九
四
〇
円
」
を
「
五
六
、
九
八
〇
円
」
に
、

「
一
五
、
一
二
〇
円
」
を
「
一
五
、
四
〇
〇
円
」
に
、
「
二
二
、
六
六
〇
円
」
を
「
二
三
、
一
〇
〇
円
」

に
、
「
一
一
、
三
三
〇
円
」
を
「
一
一
、
五
五
〇
円
」
に
、
「
一
三
、
六
〇
〇
円
」
を
「
一
三
、
八
六

〇
円
」
に
、
「
三
、
六
七
〇
円
」
を
「
三
、
七
四
〇
円
」
に
、
「
四
五
、
三
六
〇
円
」
を
「
四
六
、
二

〇
〇
円
」
に
、
「
二
二
、
六
八
〇
円
」
を
「
二
三
、
一
〇
〇
円
」
に
、
「
二
七
、
二
一
〇
円
」
を
「
二

七
、
七
二
〇
円
」
に
、
「
七
、
三
四
〇
円
」
を
「
七
、
四
八
〇
円
」
に
、
「
二
三
、
九
六
〇
円
」
を
「
二

四
、
四
二
〇
円
」
に
、
「
一
一
、
九
八
〇
円
」
を
「
一
二
、
二
一
〇
円
」
に
、
「
一
四
、
三
五
〇
円
」

を
「
一
四
、
六
三
〇
円
」
に
、
「
三
、
八
八
〇
円
」
を
「
三
、
九
六
〇
円
」
に
、
「
四
七
、
九
五
〇
円
」

を
「
四
八
、
八
四
〇
円
」
に
、
「
二
三
、
九
七
〇
円
」
を
「
二
四
、
四
二
〇
円
」
に
、
「
二
八
、
七
二

〇
円
」
を
「
二
九
、
二
六
〇
円
」
に
、
「
七
、
七
七
〇
円
」
を
「
七
、
九
二
〇
円
」
に
、
「
二
五
、
〇

五
〇
円
」
を
「
二
五
、
五
二
〇
円
」
に
、
「
一
二
、
五
二
〇
円
」
を
「
一
二
、
七
六
〇
円
」
に
、
「
一

五
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
五
、
二
九
〇
円
」
に
、
「
四
、
一
〇
〇
円
」
を
「
四
、
一
八
〇
円
」
に
、
「
五

〇
、
一
一
〇
円
」
を
「
五
一
、
〇
四
〇
円
」
に
、
「
三
〇
、
〇
二
〇
円
」
を
「
三
〇
、
五
八
〇
円
」
に
、

「
八
、
二
〇
〇
円
」
を
「
八
、
三
六
〇
円
」
に
、
「
一
七
、
二
八
〇
円
」
を
「
一
七
、
六
〇
〇
円
」
に
、

「
八
、
六
四
〇
円
」
を
「
八
、
八
〇
〇
円
」
に
、
「
一
〇
、
三
六
〇
円
」
を
「
一
〇
、
五
六
〇
円
」
に
、

「
二
、
八
〇
〇
円
」
を
「
二
、
八
六
〇
円
」
に
、
「
三
四
、
五
六
〇
円
」
を
「
三
五
、
二
〇
〇
円
」
に
、

「
二
〇
、
七
三
〇
円
」
を
「
二
一
、
一
二
〇
円
」
に
、
「
五
、
六
一
〇
円
」
を
「
五
、
七
二
〇
円
」
に
、

「
一
二
、
五
〇
〇
円
」
を
「
一
二
、
七
六
〇
円
」
に
、
「
六
、
二
五
〇
円
」
を
「
六
、
三
八
〇
円
」
に
、

「
一
、
九
三
〇
円
」
を
「
一
、
九
八
〇
円
」
に
、
「
一
四
、
六
八
〇
円
」
を
「
一
四
、
九
六
〇
円
」
に
、

「

「

九
六
〇
円

九
九
〇

「
三
、
一
二
〇
円
」
を
「
三
、
一
九
〇
円
」
に
、

を

一
、
九
四
〇
円

一
、
九
八
〇

」

円

に
、
「
六
、
二
六
〇
円
」
を
「
六
、
三
八
〇
円
」
に
、
「
八
、
八
四
〇
円
」
を
「
九
、
〇
二
〇

円

」

円
」
に
、
「
四
、
四
二
〇
円
」
を
「
四
、
五
一
〇
円
」
に
、
「
五
、
二
八
〇
円
」
を
「
五
、
三
九
〇
円
」

に
、
「
一
、
三
九
〇
円
」
を
「
一
、
四
三
〇
円
」
に
、
「
一
七
、
七
一
〇
円
」
を
「
一
八
、
〇
四
〇
円
」

に
、
「
八
、
八
五
〇
円
」
を
「
九
、
〇
二
〇
円
」
に
、
「
一
〇
、
五
八
〇
円
」
を
「
一
〇
、
七
八
〇
円
」

に
、
「
七
、
一
一
〇
円
」
を
「
七
、
二
六
〇
円
」
に
、
「
三
、
五
五
〇
円
」
を
「
三
、
六
三
〇
円
」
に
、

「
四
、
三
二
〇
円
」
を
「
四
、
四
〇
〇
円
」
に
、
「
一
、
一
八
〇
円
」
を
「
一
、
二
一
〇
円
」
に
、
「
一

四
、
二
五
〇
円
」
を
「
一
四
、
五
二
〇
円
」
に
、
「
七
、
一
二
〇
円
」
を
「
七
、
二
六
〇
円
」
に
、

「
二
、
三
七
〇
円
」
を
「
二
、
四
二
〇
円
」
に
、
「
一
九
、
八
七
〇
円
」
を
「
二
〇
、
二
四
〇
円
」
に
、

「
九
、
九
三
〇
円
」
を
「
一
〇
、
一
二
〇
円
」
に
、
「
一
一
、
八
六
〇
円
」
を
「
一
二
、
一
〇
〇
円
」

に
、
「
三
、
二
二
〇
円
」
を
「
三
、
三
〇
〇
円
」
に
、
「
三
九
、
七
四
〇
円
」
を
「
四
〇
、
四
八
〇
円
」

に
、
「
二
三
、
七
六
〇
円
」
を
「
二
四
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
六
、
四
八
〇
円
」
を
「
六
、
六
〇
〇
円
」

に
、
「
四
、
九
六
〇
円
」
を
「
五
、
〇
六
〇
円
」
に
、
「
五
、
九
三
〇
円
」
を
「
六
、
〇
五
〇
円
」
に
、

「
一
、
六
一
〇
円
」
を
「
一
、
六
五
〇
円
」
に
、
「
一
一
、
八
八
〇
円
」
を
「
一
二
、
一
〇
〇
円
」
に
、

「
三
、
二
四
〇
円
」
を
「
三
、
三
〇
〇
円
」
に
改
め
、
別
表
の
一
の
２
の
表
中
「
七
、
三
八
〇
円
」
を

「
七
、
五
四
〇
円
」
に
、
「
一
二
、
三
〇
〇
円
」
を
「
一
二
、
五
七
〇
円
」
に
、
「
二
二
、
一
四
〇
円
」

を
「
二
二
、
六
三
〇
円
」
に
、
「
四
一
、
八
二
〇
円
」
を
「
四
二
、
七
四
〇
円
」
に
、
「
五
〇
、
四
三

〇
円
」
を
「
五
一
、
五
四
〇
円
」
に
改
め
、
別
表
の
二
の
表
中
「
一
二
、
九
六
〇
円
」
を
「
一
三
、
二

〇
〇
円
」
に
、
「
一
、
二
九
六
円
」
を
「
一
、
三
二
〇
円
」
に
、
「
二
、
一
六
〇
円
」
を
「
一
、
一
〇

〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

２

平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
前
に
福
島
県
産
業
支
援
館
条
例
第
七
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
使
用

に
係
る
期
間
の
う
ち
同
日
以
後
の
期
間
に
係
る
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
同
条
例
別
表
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
附
則
別
表
に
定
め
る
額
と
す
る
。

附
則
別
表

一

施
設
関
係

１

各
種
会
議
室
等
使
用
料

㈠

基
本
使
用
料

使
用
区
分

使

用

料

の

額

施
設
の

使
用
単

位
時
間

別

超

過

時

間

全

日

半

日

夜

間

（
一
時
間
に
つ
き
）

使
用
区
画

四
七
、
五
二
〇
円

二
三
、
七
六
〇
円

二
八
、
四
九
〇
円

七
、
七
〇
〇
円
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全
面
使
用

九
五
、
〇
四
〇
円

四
七
、
五
二
〇
円

五
六
、
九
八
〇
円

一
五
、
四
〇
〇
円

二
三
、
一
〇
〇
円

一
一
、
五
五
〇
円

一
三
、
八
六
〇
円

三
、
七
四
〇
円

多
目
的

用

ホ
ー

ホ
ー
ル

ル
Ａ

使

四
六
、
二
〇
〇
円

二
三
、
一
〇
〇
円

二
七
、
七
二
〇
円

七
、
四
八
〇
円

分

二
四
、
四
二
〇
円

一
二
、
二
一
〇
円

一
四
、
六
三
〇
円

三
、
九
六
〇
円

ホ
ー

部

ル
Ｂ

四
八
、
八
四
〇
円

二
四
、
四
二
〇
円

二
九
、
二
六
〇
円

七
、
九
二
〇
円

二
五
、
五
二
〇
円

一
二
、
七
六
〇
円

一
五
、
二
九
〇
円

四
、
一
八
〇
円

特
別
会

議
室

五
一
、
〇
四
〇
円

二
五
、
五
二
〇
円

三
〇
、
五
八
〇
円

八
、
三
六
〇
円

一
七
、
六
〇
〇
円

八
、
八
〇
〇
円

一
〇
、
五
六
〇
円

二
、
八
六
〇
円

中
会
議

室

三
五
、
二
〇
〇
円

一
七
、
六
〇
〇
円

二
一
、
一
二
〇
円

五
、
七
二
〇
円

一
二
、
七
六
〇
円

六
、
三
八
〇
円

七
、
四
八
〇
円

一
、
九
八
〇
円

全
面
使
用

二
五
、
五
二
〇
円

一
二
、
七
六
〇
円

一
四
、
九
六
〇
円

三
、
九
六
〇
円

小
会
議

室
１

六
、
三
八
〇
円

三
、
一
九
〇
円

三
、
七
四
〇
円

九
九
〇
円

二
分
の
一

使

用

一
二
、
七
六
〇
円

六
、
三
八
〇
円

七
、
四
八
〇
円

一
、
九
八
〇
円

九
、
〇
二
〇
円

四
、
五
一
〇
円

五
、
三
九
〇
円

一
、
四
三
〇
円

小
会
議

室
２

一
八
、
〇
四
〇
円

九
、
〇
二
〇
円

一
〇
、
七
八
〇
円

二
、
八
六
〇
円

七
、
二
六
〇
円

三
、
六
三
〇
円

四
、
四
〇
〇
円

一
、
二
一
〇
円

小
会
議

室
３

一
四
、
五
二
〇
円

七
、
二
六
〇
円

八
、
八
〇
〇
円

二
、
四
二
〇
円

二
〇
、
二
四
〇
円

一
〇
、
一
二
〇
円

一
二
、
一
〇
〇
円

三
、
三
〇
〇
円

全
面
使
用

四
〇
、
四
八
〇
円

二
〇
、
二
四
〇
円

二
四
、
二
〇
〇
円

六
、
六
〇
〇
円

研
修
室

一
〇
、
一
二
〇
円

五
、
〇
六
〇
円

六
、
〇
五
〇
円

一
、
六
五
〇
円

二
分
の
一

使

用

二
〇
、
二
四
〇
円

一
〇
、
一
二
〇
円

一
二
、
一
〇
〇
円

三
、
三
〇
〇
円

一
七
、
六
〇
〇
円

八
、
八
〇
〇
円

一
〇
、
五
六
〇
円

二
、
八
六
〇
円

小
研
修

室

三
五
、
二
〇
〇
円

一
七
、
六
〇
〇
円

二
一
、
一
二
〇
円

五
、
七
二
〇
円

備
考１

県
内
に
事
務
所
、
事
業
所
等
を
有
す
る
中
小
企
業
者
又
は
当
該
中
小
企
業
者
を
支
援
す
る

者
が
事
業
活
動
の
目
的
で
使
用
す
る
場
合
は
こ
の
表
の
右
側
に
掲
げ
る
使
用
料
の
額
を
、
そ

れ
ら
以
外
の
者
が
使
用
す
る
場
合
又
は
中
小
企
業
者
若
し
く
は
当
該
中
小
企
業
者
を
支
援
す

る
者
が
事
業
活
動
の
目
的
以
外
の
目
的
で
使
用
す
る
場
合
は
こ
の
表
の
左
側
に
掲
げ
る
使
用

料
の
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
使
用
料
の
額
と
す
る
。

２

１
の
規
定
に
お
い
て
、
「
中
小
企
業
者
」
と
は
中
小
企
業
支
援
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律

第
百
四
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
を
い
い
、
「
中
小
企
業
者
を
支

援
す
る
者
」
と
は
次
に
掲
げ
る
者
を
い
う
。

⑴

一
般
社
団
法
人
、
一
般
財
団
法
人
、
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七

号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
法
人
そ
の
他
の
特
別
の
法
律
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人

で
、
そ
の
設
立
の
目
的
が
中
小
企
業
者
の
支
援
で
あ
り
、
か
つ
、
公
共
的
又
は
公
益
的
な

事
業
を
営
む
も
の

⑵

県
、
国
又
は
他
の
地
方
公
共
団
体

⑶

法
人
で
な
い
社
団
で
代
表
者
の
定
め
が
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
構
成
員
の
三
分
の
二
以
上

が
中
小
企
業
者
又
は
⑴
若
し
く
は
⑵
に
掲
げ
る
者
で
あ
る
も
の
の
う
ち
、
そ
の
設
立
の
目

的
が
中
小
企
業
者
の
支
援
で
あ
り
、
か
つ
、
公
共
的
又
は
公
益
的
な
事
業
を
実
施
す
る
も

の

３

使
用
区
分
の
使
用
単
位
時
間
の
項
中
「
全
日
」
、
「
半
日
」
、
「
夜
間
」
及
び
「
超
過
時

間
」
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
時
間
を
い
う
（
以
下
同
じ
。
）
。

⑴

全
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
時
間

⑵

半
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
又
は
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
時
間

⑶

夜
間

午
後
五
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
の
時
間

⑷

超
過
時
間

午
前
零
時
か
ら
午
前
九
時
ま
で
及
び
午
後
九
時
か
ら
午
後
十
二
時
ま
で
の

時
間
（
催
し
の
準
備
又
は
整
理
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）

４

使
用
す
る
時
間
が
こ
の
表
に
定
め
る
使
用
単
位
時
間
（
超
過
時
間
に
あ
っ
て
は
、
一
時
間
）

に
満
た
な
い
と
き
は
、
こ
れ
を
こ
の
表
に
定
め
る
使
用
単
位
時
間
（
超
過
時
間
に
あ
っ
て
は
、

一
時
間
）
に
切
り
上
げ
て
計
算
す
る
。

５

催
し
の
設
営
又
は
器
材
の
撤
去
等
を
行
う
た
め
に
中
小
企
業
振
興
館
の
施
設
（
起
業
支
援

室
を
除
く
。
）
を
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
（
当
該
催
し
の
行
わ
れ
る
時
間
の
属
す
る
使
用



平成31年３月22日 金曜日 福 島 県 報 号外第９号 16

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

単
位
時
間
に
係
る
使
用
料
を
除
く
。
）
の
額
は
、
使
用
区
分
に
応
じ
、
こ
の
表
に
定
め
る
額

の
百
分
の
七
十
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
額
に
十
円
未
満
の
端

数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
と
す
る
。

６

日
を
異
に
し
て
二
日
以
上
継
続
し
て
使
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
展
示
物
、
器
材
等
の

保
管
の
た
め
の
み
の
使
用
に
係
る
夜
間
及
び
超
過
時
間
の
使
用
料
は
、
徴
収
し
な
い
。

㈡

特
別
使
用
料

種

別

使

用

料

の

額

営
利
目
的
使
用
加

施
設
の
別
及
び
使
用
区
分
に
応
じ
、
基
本
使
用
料
の
額
の
百
分
の
五
十
に

算
料

相
当
す
る
額

備
考１

「
営
利
目
的
使
用
加
算
料
」
と
は
、
使
用
者
が
中
小
企
業
振
興
館
の
施
設
（
起
業
支
援
室

を
除
く
。
）
を
使
用
す
る
場
合
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
に
、
当
該
催
し
の
設
営

か
ら
器
材
の
撤
去
等
ま
で
の
間
に
関
連
し
て
使
用
す
る
全
て
の
施
設
の
基
本
使
用
料
に
加
算

さ
れ
る
使
用
料
を
い
う
。

⑴

営
利
の
目
的
で
入
場
料
、
受
講
料
、
会
費
等
を
徴
収
し
て
催
し
を
開
催
す
る
と
き
。

⑵

商
品
販
売
、
商
業
宣
伝
等
の
営
利
的
性
格
を
有
す
る
行
為
を
行
う
目
的
を
も
っ
て
使
用

す
る
と
き
。

２

こ
の
表
に
基
づ
い
て
算
出
し
た
使
用
料
の
額
に
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
切
り
捨
て
る
。

２

起
業
支
援
室
使
用
料

施

設

の

別

使
用
単
位

使

用

料

の

額

共

同

利

用

室

Ａ

一
室
一
月

七
、
五
四
〇
円

共

同

利

用

室

Ｂ

一
室
一
月

一
二
、
五
七
〇
円

個

室

Ａ

一
室
一
月

二
二
、
六
三
〇
円

個

室

Ｂ

一
室
一
月

四
二
、
七
四
〇
円

個

室

Ｃ

一
室
一
月

五
一
、
五
四
〇
円

備
考

そ
の
月
の
使
用
す
る
期
間
が
一
月
未
満
の
も
の
に
つ
い
て
の
使
用
料
の
額
は
、
こ
の
表
に

定
め
る
使
用
料
の
額
を
三
十
で
除
し
て
得
た
額
に
そ
の
月
の
使
用
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と

す
る
。

二

附
属
設
備
関
係

各
種
会
議
室
等
に
係
る
附
属
設
備
使
用
料

附

属

設

備

の

別

使
用
単
位

使

用

料

の

額

一
三
、
二
〇
〇
円
の
範
囲
内
で
規
則
で
定
め

映

像

設

備

一
式
一
回

る
額

一
、
三
二
〇
円
の
範
囲
内
で
規
則
で
定
め
る

音

響

設

備

一
式
一
回

額

規
則
で
定
め

一
、
一
〇
〇
円
の
範
囲
内
で
規
則
で
定
め
る

そ
の
他
の
附
属
設
備

る
使
用
単
位

額

備
考

使
用
単
位
の
欄
中
「
一
回
」
と
あ
る
の
は
、
第
七
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
日
ご
と
の
、

当
該
承
認
を
受
け
た
時
間
内
に
お
け
る
使
用
を
い
う
。

（
経
営
金
融
課
）

福
島
県
条
例
第
二
十
二
号

福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
条
例
（
平
成
四
年
福
島
県
条
例
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
三
条
の
表
福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
会
津
若
松
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。福

島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
南
相
馬
技
術
支
援

南
相
馬
市
原
町
区
萱
浜
字
新
赤
沼
八
十
三
番

セ
ン
タ
ー

別
表
第
一
の
一
の
１
の
表
中
「
一
四
、
五
八
〇
円
」
を
「
一
四
、
八
五
〇
円
」
に
、
「
一
九
、
四
四

〇
円
」
を
「
一
九
、
八
〇
〇
円
」
に
、
「
一
四
、
五
九
〇
円
」
を
「
一
四
、
八
七
〇
円
」
に
、
「
四
八
、

六
〇
〇
円
」
を
「
四
九
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
六
、
八
八
〇
円
」
を
「
七
、
〇
一
〇
円
」
に
、
「
九
、

一
六
〇
円
」
を
「
九
、
三
三
〇
円
」
に
、
「
二
二
、
九
〇
〇
円
」
を
「
二
三
、
三
三
〇
円
」
に
、
「
五
、

五
八
〇
円
」
を
「
五
、
六
九
〇
円
」
に
、
「
七
、
四
三
〇
円
」
を
「
七
、
五
七
〇
円
」
に
、
「
一
八
、

五
八
〇
円
」
を
「
一
八
、
九
三
〇
円
」
に
、
「
八
九
、
一
〇
〇
円
」
を
「
九
〇
、
七
五
〇
円
」
に
、

「
六
、
七
二
〇
円
」
を
「
六
、
八
五
〇
円
」
に
、
「
二
、
八
一
〇
円
」
を
「
二
、
八
七
〇
円
」
に
、
「
三

一
〇
円
」
を
「
三
二
〇
円
」
に
、
「
三
八
〇
円
」
を
「
三
九
〇
円
」
に
、
「
一
、
七
八
〇
円
」
を
「
一
、

八
二
〇
円
」
に
、
「
一
、
四
七
〇
円
」
を
「
一
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
一
、
四
〇
〇
円
」
を
「
一
、
四

三
〇
円
」
に
、
「
一
、
七
〇
〇
円
」
を
「
一
、
七
四
〇
円
」
に
、
「
五
二
〇
円
」
を
「
五
三
〇
円
」
に

改
め
、
別
表
第
一
の
一
の
２
の
表
中
「
三
四
、
〇
一
〇
円
」
を
「
三
四
、
六
四
〇
円
」
に
、
「
一
六
、
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〇
二
〇
円
」
を
「
一
六
、
三
二
〇
円
」
に
、
「
一
三
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
三
、
二
五
〇
円
」
に
改
め
、

別
表
第
一
の
二
の
表
中
「
五
、
四
六
〇
円
」
を
「
五
、
五
七
〇
円
」
に
、
「
五
、
〇
四
〇
円
」
を
「
五
、

一
四
〇
円
」
に
、
「
七
、
四
九
〇
円
」
を
「
七
、
六
三
〇
円
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
中
「
一
五
、
五
三
〇
円
」
を
「
一
五
、
八
二
〇
円
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
中
「
五
、
七
六
〇
円
」
を
「
五
、
八
六
〇
円
」
に
、
「
五
五
、
〇
三
〇
円
」
を
「
五
六
、

〇
五
〇
円
」
に
、
「
六
九
、
七
四
〇
円
」
を
「
七
一
、
〇
三
〇
円
」
に
、
「
五
〇
、
六
一
〇
円
」
を
「
五

一
、
五
五
〇
円
」
に
、
「
四
、
一
三
〇
円
」
を
「
四
、
二
一
〇
円
」
に
、
「
一
三
、
三
八
〇
円
」
を
「
一

三
、
六
三
〇
円
」
に
、
「
一
七
、
九
七
〇
円
」
を
「
一
八
、
三
〇
〇
円
」
に
、
「
七
二
〇
円
」
を
「
七

三
〇
円
」
に
、
「
五
二
〇
円
」
を
「
五
三
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
公
布
の
日

か
ら
、
第
三
条
の
表
福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
会
津
若
松
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
の
項
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
改
正
規
定
は
平
成
三
十
一
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
前
に
福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
条
例
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
使
用

の
承
認
を
受
け
た
使
用
に
係
る
期
間
の
う
ち
同
日
以
後
の
期
間
に
係
る
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
同
条

例
別
表
第
一
、
別
表
第
二
及
び
別
表
第
三
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
附
則
別
表
第
一
、
附
則
別
表
第

二
及
び
附
則
別
表
第
三
に
定
め
る
額
と
す
る
。

附
則
別
表
第
一

施
設
使
用
料

一

施
設
関
係

１

基
本
使
用
料施

設

の

別

使
用
単
位

使
用
料
の
額

ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ

多

目

的

ホ

ー

ル

午

前

一
四
、
八
五
〇
円

午

後

一
九
、
八
〇
〇
円

夜

間

一
四
、
八
七
〇
円

全

日

四
九
、
五
〇
〇
円

テ

ク

ノ

ホ

ー

ル

午

前

七
、
〇
一
〇
円

午

後

九
、
三
三
〇
円

夜

間

七
、
〇
一
〇
円

全

日

二
三
、
三
三
〇
円

研

修

室

午

前

五
、
六
九
〇
円

午

後

七
、
五
七
〇
円

夜

間

五
、
六
九
〇
円

全

日

一
八
、
九
三
〇
円

技

術

開

発

室

一
室
一
月

九
〇
、
七
五
〇
円

電

波

暗

室

一
時
間

六
、
八
五
〇
円

無

響

室

一
時
間

二
、
八
七
〇
円

福
島
技
術

研

修

室

一

一
時
間

三
二
〇
円

支
援
セ
ン

タ
ー

研

修

室

二

一
時
間

三
九
〇
円

会
津
若
松

多
目
的
ホ
ー
ル
一

一
時
間

一
、
八
二
〇
円

技
術
支
援

セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル
二

一
時
間

一
、
五
〇
〇
円

交

流

ス

ペ

ー

ス

一
時
間

一
、
四
三
〇
円

漆

器

工

房

一
時
間

一
、
七
四
〇
円

い
わ
き
技

研

修

室

一
時
間

五
三
〇
円

術
支
援
セ

ン
タ
ー

２

特
別
使
用
料

種

別

使

用

料

の

額

営
利
目
的
使
用
加
算
料

施
設
の
別
及
び
使
用
単
位
に
応
じ
、
基
本
使
用
料
の
額
の
百
分
の
百

に
相
当
す
る
額

準
備
等
使
用
料

施
設
の
別
及
び
使
用
単
位
に
応
じ
、
基
本
使
用
料
の
額
の
百
分
の
七
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十
に
相
当
す
る
額
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
全
日
使

用
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

多
目
的
ホ
ー
ル

三
四
、
六
四
〇
円

二

テ
ク
ノ
ホ
ー
ル

一
六
、
三
二
〇
円

三

研
修
室
（
福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
い
わ
き
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

に
係
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）

一
三
、
二
五
〇
円

備
考１

基
本
使
用
料
の
使
用
単
位
の
欄
中
「
午
前
」
、
「
午
後
」
、
「
夜
間
」
及
び
「
全
日
」
と

あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
時
間
を
い
う
（
以
下
同
じ
。
）
。

⑴

午
前

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
の
時
間

⑵

午
後

午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
時
間

⑶

夜
間

午
後
五
時
三
十
分
か
ら
午
後
八
時
三
十
分
ま
で
の
時
間

⑷

全
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
八
時
三
十
分
ま
で
の
時
間

２

特
別
使
用
料
の
種
別
の
欄
中
「
営
利
目
的
使
用
加
算
料
」
と
あ
る
の
は
、
使
用
者
が
ハ
イ

テ
ク
プ
ラ
ザ
の
施
設
（
技
術
開
発
室
、
電
波
暗
室
及
び
無
響
室
を
除
く
。
）
を
使
用
す
る
場

合
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
に
、
基
本
使
用
料
に
加
算
さ
れ
る
使
用
料
を
い
う
。

⑴

営
利
の
目
的
で
入
場
料
、
受
講
料
、
会
費
等
を
徴
収
し
て
行
事
を
開
催
す
る
と
き
。

⑵

商
品
販
売
、
商
業
宣
伝
等
の
営
利
的
性
格
を
有
す
る
行
為
を
行
う
目
的
を
も
っ
て
使
用

す
る
と
き
。

３

特
別
使
用
料
の
種
別
の
欄
中
「
準
備
等
使
用
料
」
と
あ
る
の
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル
、
テ
ク

ノ
ホ
ー
ル
又
は
研
修
室
を
準
備
又
は
練
習
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
を
い
う
。

４

使
用
時
間
又
は
使
用
期
間
に
、
使
用
単
位
に
定
め
る
使
用
時
間
又
は
使
用
期
間
に
満
た
な

い
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
使
用
単
位
に
定
め
る
使
用
時
間
又
は
使
用
期
間
に
切
り
上

げ
て
計
算
す
る
。

５

こ
の
表
に
基
づ
い
て
算
出
し
た
使
用
料
の
額
に
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
切
り
捨
て
る
。

二

附
属
設
備
関
係

附
属
設
備
の
別

使
用
単
位

使

用

料

の

額

音
響
設
備

一
式
一
回

五
、
五
七
〇
円
の
範
囲
内
で
規
則
で
定
め
る
額

映
像
設
備

一
台
一
回

五
、
一
四
〇
円
の
範
囲
内
で
規
則
で
定
め
る
額

電
波
暗
室
附
属
設
備

一

時

間

七
、
三
九
〇
円
の
範
囲
内
で
規
則
で
定
め
る
額

無
響
室
附
属
設
備

一

時

間

七
、
六
三
〇
円
の
範
囲
内
で
規
則
で
定
め
る
額

そ
の
他
の
附
属
設
備

規
則
で
定
め

規
則
で
定
め
る
額

る
使
用
単
位

備
考１

使
用
単
位
の
欄
中
「
一
回
」
と
あ
る
の
は
、
午
前
、
午
後
又
は
夜
間
の
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用

を
い
い
、
全
日
は
、
三
回
に
相
当
す
る
も
の
と
す
る
。

２

使
用
時
間
に
、
使
用
単
位
に
定
め
る
使
用
時
間
に
満
た
な
い
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
使
用
単
位
に
定
め
る
使
用
時
間
に
切
り
上
げ
て
計
算
す
る
。

附
則
別
表
第
二

設
備
使
用
料

種

類

単

位

金

額

１

加
工
関
係

⑴

機
械
加
工
機
器
類

一
時
間

一
五
、
八
二
〇
円

⑵

材
料
加
工
機
器
類

一
時
間

一
〇
、
四
九
〇
円

２

計
測
関
係

⑴

物
性
試
験
機
器
類

一
時
間

一
五
、
七
三
〇
円

⑵

寸
法
・
形
状
測
定
機
器
類

一
時
間

二
六
、
二
一
〇
円

⑶

分
析
機
器
類

一
時
間

二
五
、
一
二
〇
円

⑷

環
境
試
験
機
器
類

一
時
間

一
、
七
六
〇
円

⑸

電
子
機
器
類

一
時
間

七
、
五
〇
〇
円

備
考１

１
の
項
⑴
の
機
械
加
工
機
器
類
が
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
場
合
は
、
使
用
す
る
原

材
料
に
つ
い
て
十
グ
ラ
ム
ご
と
に
九
九
〇
円
の
範
囲
内
で
規
則
で
定
め
る
額
を
使
用
料
に
加

算
す
る
。

２

使
用
単
位
に
満
た
な
い
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
使
用
単
位
に
切
り
上
げ
て
計
算
す

る
。

附
則
別
表
第
三

手
数
料

種

類

単

位

金

額

１

試
料
調
整

一

試

料

五
、
八
六
〇
円

２

物
性
試
験

一
測
定
条
件

八
四
、
八
六
〇
円

３

非
破
壊
試
験

一
試
料
一
測
定

一
七
、
七
〇
〇
円
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４

寸
法
・
形
状
測
定

一

試

料

五
六
、
〇
五
〇
円

５

分
析

一
試
料
一
箇
所

七
一
、
〇
三
〇
円

６

環
境
試
験

一
試
料
二
四
時
間

五
一
、
五
五
〇
円

７

繊
維
関
係

一

件

四
、
二
一
〇
円

８

工
芸
関
係

一

件

一
三
、
六
三
〇
円

９

食
品
関
係

一
試
料
一
測
定

一
八
、
三
〇
〇
円

写
真
の
調
整

一

枚

七
三
〇
円

10

成
績
書
の
副
本

一

通

五
三
〇
円

11

（
産
業
創
出
課
）

福
島
県
条
例
第
二
十
三
号

福
島
県
大
町
起
業
支
援
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
大
町
起
業
支
援
館
条
例
（
平
成
十
六
年
福
島
県
条
例
第
七
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
中
「
七
〇
〇
円
」
を
「
七
一
三
円
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

２

平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
前
に
福
島
県
大
町
起
業
支
援
館
条
例
第
五
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た

使
用
に
係
る
期
間
の
う
ち
同
日
以
後
の
期
間
に
係
る
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
同
条
例
別
表
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
附
則
別
表
に
定
め
る
額
と
す
る
。

附
則
別
表

起
業
支
援
館
使
用
料

施

設

名

使

用

料

の

額

事

務

室

一
月
に
つ
き
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
七
一
三
円
と
し
て
計
算
し
た
額

備
考１

こ
の
表
に
基
づ
い
て
算
出
し
た
額
に
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
る
。

２

そ
の
月
の
使
用
す
る
期
間
が
一
月
未
満
の
も
の
に
つ
い
て
の
使
用
料
の
額
は
、
こ
の
表
に

定
め
る
使
用
料
の
額
を
三
十
で
除
し
て
得
た
額
に
そ
の
月
の
使
用
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
額
に
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り

捨
て
た
額
と
す
る
。

（
産
業
創
出
課
）

福
島
県
条
例
第
二
十
四
号

ふ
く
し
ま
医
療
機
器
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

ふ
く
し
ま
医
療
機
器
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
二
十
七
年
福
島
県
条
例
第
九
十
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
の
一
の
１
の
表
中
「
二
二
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
二
二
、
三
〇
〇
円
」
に
、
「
二
六
、
四
〇
〇
円
」

「

超
過
時
間

七
、
二
〇
〇
円

を
「
二
六
、
七
〇
〇
円
」
に
、

（
一
時
間
に
つ
き
）

「

超
過
時
間

七
、
三
〇
〇
円

を

に
、
「
一
七
、
二

（
一
時
間
に
つ
き
）

」

」

〇
〇
円
」
を
「
一
七
、
四
〇
〇
円
」
に
、
「
二
〇
、
七
〇
〇
円
」
を
「
二
〇
、
九
〇
〇
円
」
に
、
「
五
、

六
〇
〇
円
」
を
「
五
、
七
〇
〇
円
」
に
、
「
一
六
、
二
〇
〇
円
」
を
「
一
六
、
四
〇
〇
円
」
に
、
「
一

九
、
四
〇
〇
円
」
を
「
一
九
、
七
〇
〇
円
」
に
、
「
五
、
三
〇
〇
円
」
を
「
五
、
四
〇
〇
円
」
に
、
「
九

六
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
九
七
、
六
〇
〇
円
」
に
、
「
四
二
九
、
一
〇
〇
円
」
を
「
四
三
六
、
〇
〇
〇
円
」

に
、
「
四
六
、
五
〇
〇
円
」
を
「
四
七
、
三
〇
〇
円
」
に
改
め
、
別
表
の
二
の
表
中
「
三
七
、
二
〇
〇

円
」
を
「
三
七
、
九
〇
〇
円
」
に
、
「
二
九
一
、
一
〇
〇
円
」
を
「
二
九
六
、
五
〇
〇
円
」
に
改
め
、

別
表
の
三
の
表
中
「
一
一
六
、
七
〇
〇
円
」
を
「
一
一
六
、
八
〇
〇
円
」
に
、
「
一
、
〇
六
八
、
二
〇

〇
円
」
を
「
一
、
〇
七
三
、
九
〇
〇
円
」
に
、
「
三
九
、
八
〇
〇
円
」
を
「
四
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
改

め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

２

平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
前
に
ふ
く
し
ま
医
療
機
器
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
第
六
条
第
一
項
の

承
認
（
別
表
に
掲
げ
る
施
設
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
を
受
け
た
使
用
に
係
る
期
間
の
う
ち
同
日
以

後
の
期
間
に
係
る
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
同
条
例
別
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
附
則
別
表
に
定

め
る
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
知
事
の
承
認
を
得
て
定
め
る
額
と
す
る
。

附
則
別
表

一

施
設
関
係

１

基
本
使
用
料
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施
設
の
別

使
用
単
位

金

額

大
研
修
室

午
前

二
二
、
三
〇
〇
円

午
後

二
二
、
三
〇
〇
円

夜
間

二
六
、
七
〇
〇
円

超
過
時
間

七
、
三
〇
〇
円

（
一
時
間
に
つ
き
）

小
研
修
室
１

午
前

一
七
、
四
〇
〇
円

午
後

一
七
、
四
〇
〇
円

夜
間

二
〇
、
九
〇
〇
円

超
過
時
間

五
、
七
〇
〇
円

（
一
時
間
に
つ
き
）

小
研
修
室
２

午
前

一
六
、
四
〇
〇
円

午
後

一
六
、
四
〇
〇
円

夜
間

一
九
、
七
〇
〇
円

超
過
時
間

五
、
四
〇
〇
円

（
一
時
間
に
つ
き
）

小
研
修
室
３

午
前

七
、
五
〇
〇
円

午
後

七
、
五
〇
〇
円

夜
間

九
、
〇
〇
〇
円

超
過
時
間

二
、
五
〇
〇
円

（
一
時
間
に
つ
き
）

技
術
開
発
室

一
月
に
つ
き

九
七
、
六
〇
〇
円

模
擬
手
術
室

全
日
に
つ
き

四
三
六
、
〇
〇
〇
円

超
過
時
間

四
七
、
三
〇
〇
円

（
一
時
間
に
つ
き
）

２

特
別
使
用
料

種

別

金

額

営
利
目
的
使
用
加
算
料

施
設
の
別
及
び
使
用
単
位
に
応
じ
、
基
本
使
用
料
の
額
の
百

分
の
百
に
相
当
す
る
額

準
備
等
使
用
料

施
設
の
別
及
び
使
用
単
位
に
応
じ
、
基
本
使
用
料
の
額
の
百

分
の
七
十
に
相
当
す
る
額

備
考１

基
本
使
用
料
の
使
用
単
位
の
欄
中
「
午
前
」
、
「
午
後
」
、
「
夜
間
」
及
び
「
全
日
」
と

あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
時
間
を
い
う
（
以
下
同
じ
。
）
。

⑴

午
前

午
前
九
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
の
時
間

⑵

午
後

午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
時
間

⑶

夜
間

午
後
五
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
の
時
間

⑷

全
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
の
時
間

⑸

超
過
時
間

午
前
零
時
か
ら
午
前
九
時
ま
で
及
び
午
後
九
時
か
ら
午
後
十
二
時
ま
で
の

時
間
（
講
演
会
そ
の
他
の
催
し
の
準
備
又
は
整
理
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）

２

特
別
使
用
料
の
種
別
の
欄
中
「
営
利
目
的
使
用
加
算
料
」
と
あ
る
の
は
、
研
修
室
又
は
模

擬
手
術
室
を
使
用
す
る
場
合
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
に
、
基
本
使
用
料
に
加

算
さ
れ
る
使
用
料
を
い
う
。

⑴

営
利
の
目
的
で
入
場
料
、
受
講
料
、
会
費
等
を
徴
収
し
て
行
事
を
開
催
す
る
と
き
。

⑵

商
品
販
売
、
商
業
宣
伝
等
の
営
利
的
性
格
を
有
す
る
行
為
を
行
う
目
的
を
も
っ
て
使
用

す
る
と
き
。

３

特
別
使
用
料
の
種
別
の
欄
中
「
準
備
等
使
用
料
」
と
あ
る
の
は
、
研
修
室
又
は
模
擬
手
術

室
を
研
修
又
は
模
擬
手
術
の
準
備
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
を
い
う
。

４

使
用
時
間
又
は
使
用
期
間
に
、
使
用
単
位
に
定
め
る
使
用
時
間
又
は
使
用
期
間
に
満
た
な

い
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
使
用
単
位
に
定
め
る
使
用
時
間
又
は
使
用
期
間
に
切
り
上

げ
て
計
算
す
る
。

５

こ
の
表
に
基
づ
い
て
算
出
し
た
使
用
料
の
額
に
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
、
切
り
捨
て
る
。

６

日
を
異
に
し
て
二
日
以
上
継
続
し
て
使
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
展
示
物
、
器
材
等
の
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保
管
の
た
め
の
み
の
使
用
に
係
る
夜
間
及
び
超
過
時
間
の
利
用
料
金
は
、
徴
収
し
な
い
。

二

附
属
設
備
関
係

附
属
設
備
の
別

使
用
単
位

金

額

研
修
室
附
属
設
備
（
規

午
前
、
午
後
又
は
夜

三
七
、
九
〇
〇
円
の
範
囲
内
で
規
則
で
定

則
で
定
め
る
も
の
。
）

間
に
つ
き

め
る
額

模
擬
手
術
室
附
属
設
備

全
日
に
つ
き

二
九
六
、
五
〇
〇
円
の
範
囲
内
で
規
則
で

（
規
則
で
定
め
る
も
の
。
）

定
め
る
額

備
考

使
用
時
間
に
、
使
用
単
位
に
定
め
る
使
用
時
間
に
満
た
な
い
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
使
用
単
位
に
定
め
る
使
用
時
間
に
切
り
上
げ
て
計
算
す
る
。

三

評
価
試
験
等

種

類

単

位

金

額

電
気
・
物
性
試
験

一
試
験
単
位
に
つ
き

一
一
六
、
八
〇
〇
円

環
境
試
験

一
試
験
単
位
に
つ
き

四
九
、
八
〇
〇
円

寸
法
・
形
状
測
定

一
測
定
単
位
に
つ
き

三
九
、
三
〇
〇
円

分
析

一
測
定
単
位
に
つ
き

一
二
一
、
九
〇
〇
円

埋
植
試
験

一
試
験
単
位
に
つ
き

一
、
〇
七
三
、
九
〇
〇
円

実
験
動
物
飼
育
管
理

一
頭
一
日
に
つ
き

五
、
五
〇
〇
円

実
験
動
物
特
別
管
理

一
頭
一
回
に
つ
き

三
五
、
九
〇
〇
円

試
料
調
整
そ
の
他

一
試
料
に
つ
き

四
〇
、
〇
〇
〇
円

備
考１

評
価
試
験
等
の
単
位
の
欄
中
「
一
日
」
と
あ
る
の
は
、
午
前
零
時
か
ら
午
後
十
二
時
ま
で

を
い
う
。

２

使
用
単
位
に
定
め
る
一
日
に
満
た
な
い
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
使
用
単
位
に
定
め

る
一
日
に
切
り
上
げ
て
計
算
す
る
。

３

埋
植
試
験
に
用
い
る
動
物
の
購
入
費
用
及
び
輸
送
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
含
ま
な
い
。

４

実
験
動
物
特
別
管
理
と
は
、
実
験
動
物
の
管
理
に
関
し
て
、
利
用
者
の
希
望
に
応
じ
て
行

わ
れ
る
検
査
及
び
測
定
等
を
い
う
。

（
産
業
創
出
課
医
療
関
連
産
業
集
積
推
進
室
）

福
島
県
条
例
第
二
十
五
号

福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条

福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
（
平
成
三
十
年
福
島
県
条
例
第
六
十
三
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
一
の
１
の
表
試
験
準
備
棟
の
部
準
備
室
二
の
款
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

屋
外
試
験
準
備

午
前

四
、
二
〇
〇
円

場

午
後

四
、
二
〇
〇
円

夜
間

五
、
一
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

一
、
四
〇
〇
円

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
前
に
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
第
七
条
第
一
項
に
規

定
す
る
使
用
の
承
認
を
受
け
た
使
用
に
係
る
期
間
の
う
ち
同
日
以
後
の
期
間
に
係
る
使
用
料
に
つ

い
て
は
、
同
条
例
別
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
附
則
別
表
に
定
め
る
額
と
す
る
。

附
則
別
表

一

施
設
関
係

１

基
本
使
用
料

施
設
の
別

使
用
単
位

使
用
料
の
額

通
信
塔

通
信
塔

午
前

二
一
、
九
〇
〇
円

午
後

二
一
、
九
〇
〇
円

夜
間

二
六
、
三
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

七
、
一
〇
〇
円

通
信
塔
（
持
込

午
前

三
、
三
〇
〇
円

機
器
の
設
置
）
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午
後

三
、
三
〇
〇
円

夜
間

三
、
九
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

一
、
一
〇
〇
円

試
験
用
プ
ラ
ン

一
階

午
前

一
四
、
一
〇
〇
円

ト

午
後

一
四
、
一
〇
〇
円

夜
間

一
六
、
九
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

四
、
六
〇
〇
円

二
階

午
前

一
三
、
九
〇
〇
円

午
後

一
三
、
九
〇
〇
円

夜
間

一
六
、
七
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

四
、
六
〇
〇
円

三
階

午
前

一
〇
、
九
〇
〇
円

午
後

一
〇
、
九
〇
〇
円

夜
間

一
三
、
一
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

三
、
六
〇
〇
円

四
階

午
前

一
〇
、
二
〇
〇
円

午
後

一
〇
、
二
〇
〇
円

夜
間

一
二
、
三
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

三
、
四
〇
〇
円

五
階
及
び
六
階

午
前

一
六
、
八
〇
〇
円

午
後

一
六
、
八
〇
〇
円

夜
間

二
〇
、
二
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

五
、
五
〇
〇
円

試
験
準
備
棟

整
備
室

午
前

七
、
〇
〇
〇
円

午
後

七
、
〇
〇
〇
円

夜
間

八
、
四
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

二
、
三
〇
〇
円

準
備
室
一

午
前

五
、
七
〇
〇
円

午
後

五
、
七
〇
〇
円

夜
間

六
、
八
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

一
、
九
〇
〇
円

準
備
室
二

午
前

七
、
五
〇
〇
円

午
後

七
、
五
〇
〇
円

夜
間

九
、
〇
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

二
、
五
〇
〇
円

屋
外
試
験
準
備

午
前

四
、
三
〇
〇
円

場

午
後

四
、
三
〇
〇
円

夜
間

五
、
二
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

一
、
四
〇
〇
円
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２

特
別
使
用
料種

別

金
額

営
利
目
的
使
用
加
算
料

施
設
の
別
及
び
使
用
単
位
に
応
じ
、
基
本
使
用
料

の
額
の
百
分
の
百
に
相
当
す
る
額

準
備
等
使
用
料

施
設
の
別
及
び
使
用
単
位
に
応
じ
、
基
本
使
用
料

の
額
の
百
分
の
七
十
に
相
当
す
る
額

備
考１

基
本
使
用
料
の
使
用
単
位
の
欄
中
「
午
前
」
、
「
午
後
」
、
「
夜
間
」
、
「
全
日
」
及

び
「
超
過
時
間
」
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
時
間
を
い
う
（
以
下
同
じ
。
）
。

⑴

午
前

午
前
九
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
の
時
間

⑵

午
後

午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
時
間

⑶

夜
間

午
後
五
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
の
時
間

⑷

全
日

午
前
零
時
か
ら
午
後
十
二
時
ま
で
の
時
間

⑸

超
過
時
間

午
前
零
時
か
ら
午
前
九
時
ま
で
及
び
午
後
九
時
か
ら
午
後
十
二
時
ま
で

の
時
間

２

特
別
使
用
料
の
種
別
の
欄
中
「
営
利
目
的
使
用
加
算
料
」
と
あ
る
の
は
、
使
用
者
が
テ

ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
の
施
設
を
使
用
す
る
場
合
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
に
、

基
本
使
用
料
に
加
算
さ
れ
る
使
用
料
を
い
う
。

⑴

営
利
の
目
的
で
入
場
料
、
受
講
料
、
会
費
等
を
徴
収
し
て
行
事
を
開
催
す
る
と
き
。

⑵

商
品
販
売
、
商
業
宣
伝
等
の
営
利
的
性
格
を
有
す
る
行
為
を
行
う
目
的
を
も
っ
て
使

用
す
る
と
き
。

３

特
別
使
用
料
の
種
別
の
欄
中
「
準
備
等
使
用
料
」
と
あ
る
の
は
、
使
用
者
が
テ
ス
ト

フ
ィ
ー
ル
ド
の
施
設
を
準
備
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
を
い
う
。

４

使
用
時
間
又
は
使
用
期
間
に
、
使
用
単
位
に
定
め
る
使
用
時
間
又
は
使
用
期
間
に
満
た

な
い
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
使
用
単
位
に
定
め
る
使
用
時
間
又
は
使
用
期
間
に
切

り
上
げ
て
計
算
す
る
。

５

こ
の
表
に
基
づ
い
て
算
出
し
た
使
用
料
の
額
に
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ

れ
を
切
り
捨
て
る
。

６

日
を
異
に
し
て
二
日
以
上
継
続
し
て
使
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
展
示
物
、
器
材
等

の
保
管
の
た
め
の
み
の
使
用
に
係
る
夜
間
及
び
超
過
時
間
の
使
用
料
は
、
徴
収
し
な
い
。

二

附
属
設
備
関
係

附
属
設
備
の
別

使
用
単
位

金
額

通
信
塔
附
属
設
備
（
規
則
で

規
則
で
定
め
る
使
用
単
位

一
四
、
九
〇
〇
円
の
範
囲
内
で

定
め
る
も
の
。
）

規
則
で
定
め
る
額

試
験
準
備
棟
附
属
設
備
（
規

規
則
で
定
め
る
使
用
単
位

七
、
四
〇
〇
円
の
範
囲
内
で
規

則
で
定
め
る
も
の
。
）

則
で
定
め
る
額

備
考

使
用
時
間
に
、
使
用
単
位
に
定
め
る
使
用
時
間
に
満
た
な
い
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ

れ
を
使
用
単
位
に
定
め
る
使
用
時
間
に
切
り
上
げ
て
計
算
す
る
。

（
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条

福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
三
十
年
福
島
県

条
例
第
九
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
別
表
一
の
１
の
表
通
信
塔
の
部
の
次
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

附
則
別
表
一
の
１
の
表
通
信
塔
の
部
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヘ
リ
ポ
ー
ト

午
前

六
、
三
〇
〇
円

午
後

六
、
三
〇
〇
円

夜
間

七
、
五
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

二
、
一
〇
〇
円

第
二
条
の
う
ち
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
別
表
一
の
１
の
表
研
究
棟
の
部
の
次
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
中
「
研
究
棟
の
部
の
次
に
」
を
「
通
信
塔
の
部
の
前
に
」
に
改
め
、

同
改
正
規
定
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

附
則
別
表
一
の
１
の
表
通
信
塔
の
部
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

滑
走
路

一
時
間
に
つ
き

六
、
一
〇
〇
円

午
前

二
四
、
二
〇
〇
円

午
後

二
四
、
二
〇
〇
円

夜
間

二
九
、
一
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

七
、
九
〇
〇
円

第
九
条
を
第
十
一
条
と
し
、
第
八
条
を
第
十
条
と
し
、
第
七
条
を
第
九
条
と
し
、
第
六
条
を
第
八

条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。
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第
七
条

福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
一
の
１
の
表
研
究
棟
の
部
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
款
中
「
一
四
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一

四
、
一
〇
〇
円
」
に
、
「
一
六
、
八
〇
〇
円
」
を
「
一
七
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
ホ
ー
ル
（
ホ
ワ
イ
エ
を
含
む
。
）
の
款
中
「
一
八
、
七
〇
〇
円
」
を
「
一
九
、
〇
〇
〇
円
」
に
、

「
二
二
、
四
〇
〇
円
」
を
「
二
二
、
七
〇
〇
円
」
に
、
「
六
、
一
〇
〇
円
」
を
「
六
、
二
〇
〇
円
」

に
改
め
、
同
部
会
議
室
一
の
款
中
「
五
、
五
〇
〇
円
」
を
「
五
、
六
〇
〇
円
」
に
、
「
六
、
六
〇
〇

円
」
を
「
六
、
七
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
会
議
室
六
の
款
中
「
六
、
三
〇
〇
円
」
を
「
六
、
四
〇

〇
円
」
に
改
め
、
同
部
屋
内
試
験
場
の
款
中
「
四
九
、
五
〇
〇
円
」
を
「
五
〇
、
三
〇
〇
円
」
に
、

「
五
九
、
四
〇
〇
円
」
を
「
六
〇
、
四
〇
〇
円
」
に
、
「
一
六
、
一
〇
〇
円
」
を
「
一
六
、
四
〇
〇

円
」
に
改
め
、
同
部
屋
内
試
験
場
（
半
面
利
用
の
場
合
）
の
款
中
「
二
六
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
二
六
、

四
〇
〇
円
」
に
、
「
三
一
、
二
〇
〇
円
」
を
「
三
一
、
七
〇
〇
円
」
に
、
「
八
、
五
〇
〇
円
」
を

「
八
、
六
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
研
究
室
一
の
款
中
「
一
〇
七
、
二
〇
〇
円
」
を
「
一
〇
九
、
一

〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
研
究
室
二
の
款
中
「
一
〇
三
、
九
〇
〇
円
」
を
「
一
〇
五
、
七
〇
〇
円
」

に
改
め
、
同
部
研
究
室
三
の
款
中
「
一
〇
六
、
九
〇
〇
円
」
を
「
一
〇
八
、
七
〇
〇
円
」
に
改
め
、

同
部
研
究
室
四
の
款
中
「
一
〇
六
、
七
〇
〇
円
」
を
「
一
〇
八
、
六
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
研
究

室
五
の
款
中
「
一
〇
六
、
九
〇
〇
円
」
を
「
一
〇
八
、
七
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
研
究
室
六
の
款

中
「
一
〇
九
、
五
〇
〇
円
」
を
「
一
一
一
、
五
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
研
究
室
七
の
款
中
「
一
〇

四
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
〇
五
、
九
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
研
究
室
八
の
款
中
「
一
〇
六
、
七
〇

〇
円
」
を
「
一
〇
八
、
六
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
研
究
室
九
の
款
中
「
一
〇
六
、
九
〇
〇
円
」
を

「
一
〇
八
、
七
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
研
究
室
十
の
款
中
「
一
〇
八
、
六
〇
〇
円
」
を
「
一
一
〇
、

五
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
研
究
室
十
一
の
款
中
「
七
一
、
三
〇
〇
円
」
を
「
七
二
、
五
〇
〇
円
」

に
改
め
、
同
部
研
究
室
十
二
の
款
及
び
研
究
室
十
三
の
款
中
「
六
一
、
二
〇
〇
円
」
を
「
六
二
、
三

〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
貸
出
倉
庫
一
の
款
中
「
五
八
、
五
〇
〇
円
」
を
「
五
九
、
五
〇
〇
円
」
に

改
め
、
同
部
貸
出
倉
庫
二
の
款
中
「
五
八
、
九
〇
〇
円
」
を
「
五
九
、
九
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
部

貸
出
倉
庫
三
の
款
中
「
五
七
、
三
〇
〇
円
」
を
「
五
八
、
三
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
貸
出
倉
庫
四

の
款
中
「
五
八
、
五
〇
〇
円
」
を
「
五
九
、
五
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
貸
出
倉
庫
五
の
款
中
「
五

八
、
九
〇
〇
円
」
を
「
五
九
、
九
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
貸
出
倉
庫
六
の
款
中
「
五
七
、
三
〇
〇

円
」
を
「
五
八
、
三
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
滑
走
路
の
部
中
「
六
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
六
、
一
〇

〇
円
」
に
、
「
二
三
、
九
〇
〇
円
」
を
「
二
四
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
二
八
、
七
〇
〇
円
」
を
「
二

九
、
一
〇
〇
円
」
に
、
「
七
、
八
〇
〇
円
」
を
「
七
、
九
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
通
信
塔
の
部
通

信
塔
の
款
中
「
二
一
、
六
〇
〇
円
」
を
「
二
一
、
九
〇
〇
円
」
に
、
「
二
五
、
九
〇
〇
円
」
を
「
二

六
、
三
〇
〇
円
」
に
、
「
七
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
七
、
一
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の

部
中
「
六
、
二
〇
〇
円
」
を
「
六
、
三
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
試
験
用
プ
ラ
ン
ト
の
部
一
階
の
款

中
「
一
三
、
九
〇
〇
円
」
を
「
一
四
、
一
〇
〇
円
」
に
、
「
一
六
、
七
〇
〇
円
」
を
「
一
六
、
九
〇

〇
円
」
に
改
め
、
同
部
二
階
の
款
中
「
一
三
、
七
〇
〇
円
」
を
「
一
三
、
九
〇
〇
円
」
に
、
「
一
六
、

五
〇
〇
円
」
を
「
一
六
、
七
〇
〇
円
」
に
、
「
四
、
五
〇
〇
円
」
を
「
四
、
六
〇
〇
円
」
に
改
め
、

同
部
三
階
の
款
中
「
一
〇
、
八
〇
〇
円
」
を
「
一
〇
、
九
〇
〇
円
」
に
、
「
一
二
、
九
〇
〇
円
」
を

「
一
三
、
一
〇
〇
円
」
に
、
「
三
、
五
〇
〇
円
」
を
「
三
、
六
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
四
階
の
款

中
「
一
〇
、
一
〇
〇
円
」
を
「
一
〇
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
一
二
、
二
〇
〇
円
」
を
「
一
二
、
三
〇

〇
円
」
に
、
「
三
、
三
〇
〇
円
」
を
「
三
、
四
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
五
階
及
び
六
階
の
款
中
「
一

六
、
六
〇
〇
円
」
を
「
一
六
、
八
〇
〇
円
」
に
、
「
一
九
、
九
〇
〇
円
」
を
「
二
〇
、
二
〇
〇
円
」

に
、
「
五
、
四
〇
〇
円
」
を
「
五
、
五
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
瓦
礫
・
土
砂
崩
落
フ
ィ
ー
ル
ド
の

部
瓦
礫
・
土
砂
崩
落
フ
ィ
ー
ル
ド
の
款
中
「
二
〇
、
七
〇
〇
円
」
を
「
二
一
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
二

四
、
八
〇
〇
円
」
を
「
二
五
、
一
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
土
砂
傾
斜
の
款
中
「
一
三
、
八
〇
〇
円
」

を
「
一
三
、
九
〇
〇
円
」
に
、
「
一
六
、
五
〇
〇
円
」
を
「
一
六
、
七
〇
〇
円
」
に
、
「
四
、
五
〇

〇
円
」
を
「
四
、
六
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
試
験
準
備
棟
の
部
整
備
室
の
款
中
「
八
、
三
〇
〇
円
」

を
「
八
、
四
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
屋
外
試
験
準
備
場
の
款
中
「
四
、
二
〇
〇
円
」
を
「
四
、
三

〇
〇
円
」
に
、
「
五
、
一
〇
〇
円
」
を
「
五
、
二
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
簡
易
計
測
室
Ｂ
の
部
中

「
八
、
二
〇
〇
円
」
を
「
八
、
三
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。

別
表
二
の
表
研
究
棟
附
属
設
備
（
規
則
で
定
め
る
も
の
。
）
の
項
中
「
一
四
、
一
九
〇
円
」
を
「
一

四
、
四
五
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
通
信
塔
附
属
設
備
（
規
則
で
定
め
る
も
の
。
）
の
項
中
「
一
四
、

七
〇
〇
円
」
を
「
一
四
、
九
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
試
験
準
備
棟
附
属
設
備
（
規
則
で
定
め
る
も

の
。
）
の
項
中
「
七
、
三
〇
〇
円
」
を
「
七
、
四
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。

第
五
条
中
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
別
表
一
の
１
の
表
試
験
用
プ
ラ
ン
ト
の
部
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

附
則
別
表
一
の
１
の
表
試
験
用
プ
ラ
ン
ト
の
部
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

瓦
礫
・
土
砂
崩

瓦
礫
・
土
砂
崩

午
前

二
一
、
〇
〇
〇
円

落
フ
ィ
ー
ル
ド

落
フ
ィ
ー
ル
ド

午
後

二
一
、
〇
〇
〇
円

夜
間

二
五
、
一
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

六
、
八
〇
〇
円

土
砂
・
倒
木

午
前

三
、
六
〇
〇
円

午
後

三
、
六
〇
〇
円

夜
間

四
、
三
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

一
、
二
〇
〇
円

瓦
礫

午
前

三
、
〇
〇
〇
円

午
後

三
、
〇
〇
〇
円

夜
間

三
、
六
〇
〇
円
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超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

一
、
〇
〇
〇
円

陥
没
・
亀
裂

午
前

三
、
九
〇
〇
円

午
後

三
、
九
〇
〇
円

夜
間

四
、
七
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

一
、
三
〇
〇
円

土
砂
傾
斜

午
前

一
三
、
九
〇
〇
円

午
後

一
三
、
九
〇
〇
円

夜
間

一
六
、
七
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

四
、
六
〇
〇
円

泥
濘
地

午
前

三
、
七
〇
〇
円

ね
い

午
後

三
、
七
〇
〇
円

夜
間

四
、
四
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

一
、
二
〇
〇
円

周
回
路

午
前

五
、
一
〇
〇
円

午
後

五
、
一
〇
〇
円

夜
間

六
、
二
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

一
、
七
〇
〇
円

第
四
条
中
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
別
表
一
の
１
の
表
試
験
準
備
棟
の
部
の
次
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

附
則
別
表
一
の
１
の
表
試
験
準
備
棟
の
部
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

簡
易
計
測
室
Ａ

午
前

六
、
一
〇
〇
円

午
後

六
、
一
〇
〇
円

夜
間

七
、
三
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

二
、
〇
〇
〇
円

簡
易
計
測
室
Ｂ

午
前

六
、
九
〇
〇
円

午
後

六
、
九
〇
〇
円

夜
間

八
、
三
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

二
、
三
〇
〇
円

第
三
条
中
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
別
表
二
の
表
通
信
塔
附
属
設
備
（
規
則
で
定

め
る
も
の
。
）
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
、
同
条
を
第

四
条
と
す
る
。

附
則
別
表
二
の
表
通
信
塔
附
属
設
備
（
規
則
で
定
め
る
も
の
。
）
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。研

究
棟
附
属
設
備
（
規
則
で

規
則
で
定
め
る
使
用
単
位

一
四
、
四
五
〇
円
の
範
囲
内
で

定
め
る
も
の
。
）

規
則
で
定
め
る
額

第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
三
条

福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
別
表
一
の
１
の
表
滑
走
路
の
部
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

研
究
棟

カ
ン
フ
ァ
レ
ン

午
前

一
四
、
一
〇
〇
円

ス
ホ
ー
ル

午
後

一
四
、
一
〇
〇
円

夜
間

一
七
、
〇
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

四
、
六
〇
〇
円

カ
ン
フ
ァ
レ
ン

午
前

一
九
、
〇
〇
〇
円

ス
ホ
ー
ル
（
ホ
ワ
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イ
エ
を
含
む
。
）

午
後

一
九
、
〇
〇
〇
円

夜
間

二
二
、
七
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

六
、
二
〇
〇
円

会
議
室
一

午
前

五
、
六
〇
〇
円

午
後

五
、
六
〇
〇
円

夜
間

六
、
七
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

一
、
八
〇
〇
円

会
議
室
二

午
前

五
、
四
〇
〇
円

午
後

五
、
四
〇
〇
円

夜
間

六
、
五
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

一
、
八
〇
〇
円

会
議
室
三

午
前

五
、
四
〇
〇
円

午
後

五
、
四
〇
〇
円

夜
間

六
、
五
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

一
、
八
〇
〇
円

会
議
室
四

午
前

五
、
五
〇
〇
円

午
後

五
、
五
〇
〇
円

夜
間

六
、
六
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

一
、
八
〇
〇
円

会
議
室
五

午
前

五
、
五
〇
〇
円

午
後

五
、
五
〇
〇
円

夜
間

六
、
六
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

一
、
八
〇
〇
円

会
議
室
六

午
前

五
、
三
〇
〇
円

午
後

五
、
三
〇
〇
円

夜
間

六
、
四
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

一
、
八
〇
〇
円

会
議
室
七

午
前

五
、
二
〇
〇
円

午
後

五
、
二
〇
〇
円

夜
間

六
、
二
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

一
、
七
〇
〇
円

会
議
室
八

午
前

四
、
三
〇
〇
円

午
後

四
、
三
〇
〇
円

夜
間

五
、
二
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

一
、
四
〇
〇
円

会
議
室
九

午
前

四
、
三
〇
〇
円

午
後

四
、
三
〇
〇
円

夜
間

五
、
二
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

一
、
四
〇
〇
円
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開
発
実
験
室
一

午
前

四
、
八
〇
〇
円

午
後

四
、
八
〇
〇
円

夜
間

五
、
七
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

一
、
六
〇
〇
円

開
発
実
験
室
二

午
前

四
、
七
〇
〇
円

午
後

四
、
七
〇
〇
円

夜
間

五
、
七
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

一
、
六
〇
〇
円

屋
内
試
験
場

午
前

五
〇
、
三
〇
〇
円

午
後

五
〇
、
三
〇
〇
円

夜
間

六
〇
、
四
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

一
六
、
四
〇
〇
円

屋
内
試
験
場
（
半

午
前

二
六
、
四
〇
〇
円

面
利
用
の
場
合
）

午
後

二
六
、
四
〇
〇
円

夜
間

三
一
、
七
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

八
、
六
〇
〇
円

保
管
庫

全
日

九
、
三
〇
〇
円

保
管
庫
（
半
面

全
日

五
、
九
〇
〇
円

利
用
の
場
合
）

研
究
室
一

一
月
に
つ
き

一
〇
九
、
一
〇
〇
円

研
究
室
二

一
月
に
つ
き

一
〇
五
、
七
〇
〇
円

研
究
室
三

一
月
に
つ
き

一
〇
八
、
七
〇
〇
円

研
究
室
四

一
月
に
つ
き

一
〇
八
、
六
〇
〇
円

研
究
室
五

一
月
に
つ
き

一
〇
八
、
七
〇
〇
円

研
究
室
六

一
月
に
つ
き

一
一
一
、
五
〇
〇
円

研
究
室
七

一
月
に
つ
き

一
〇
五
、
九
〇
〇
円

研
究
室
八

一
月
に
つ
き

一
〇
八
、
六
〇
〇
円

研
究
室
九

一
月
に
つ
き

一
〇
八
、
七
〇
〇
円

研
究
室
十

一
月
に
つ
き

一
一
〇
、
五
〇
〇
円

研
究
室
十
一

一
月
に
つ
き

七
二
、
五
〇
〇
円

研
究
室
十
二

一
月
に
つ
き

六
二
、
三
〇
〇
円

研
究
室
十
三

一
月
に
つ
き

六
二
、
三
〇
〇
円

貸
出
倉
庫
一

一
月
に
つ
き

五
九
、
五
〇
〇
円

貸
出
倉
庫
二

一
月
に
つ
き

五
九
、
九
〇
〇
円

貸
出
倉
庫
三

一
月
に
つ
き

五
八
、
三
〇
〇
円

貸
出
倉
庫
四

一
月
に
つ
き

五
九
、
五
〇
〇
円

貸
出
倉
庫
五

一
月
に
つ
き

五
九
、
九
〇
〇
円

貸
出
倉
庫
六

一
月
に
つ
き

五
八
、
三
〇
〇
円

シ
ャ
ワ
ー
室

一
回
に
つ
き

二
〇
〇
円

本
則
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。
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第
十
二
条

福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
一
の
１
の
表
瓦
礫
・
土
砂
崩
落
フ
ィ
ー
ル
ド
の
部
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

水
没
市
街
地

水
没
市
街
地

午
前

一
四
、
九
〇
〇
円

フ
ィ
ー
ル
ド

フ
ィ
ー
ル
ド

午
後

一
四
、
九
〇
〇
円

夜
間

一
七
、
八
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

四
、
九
〇
〇
円

水
没
市
街
地

午
前

一
一
、
〇
〇
〇
円

フ
ィ
ー
ル
ド
（
建

物
を
除
く
。
）

午
後

一
一
、
〇
〇
〇
円

夜
間

一
三
、
二
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

三
、
六
〇
〇
円

第
十
三
条

福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
一
の
１
の
表
水
没
市
街
地
フ
ィ
ー
ル
ド
の
部
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

屋
内
水
槽
試
験

大
水
槽

午
前

七
二
、
一
〇
〇
円

棟

午
後

七
二
、
一
〇
〇
円

夜
間

八
六
、
五
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

二
三
、
五
〇
〇
円

小
水
槽

午
前

一
一
、
〇
〇
〇
円

午
後

一
一
、
〇
〇
〇
円

夜
間

一
三
、
二
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

三
、
六
〇
〇
円

小
水
槽
（
水
の

午
前

二
八
、
〇
〇
〇
円

入
替
え
を
伴
う

場
合
）

午
後

二
八
、
〇
〇
〇
円

夜
間

三
三
、
六
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

九
、
一
〇
〇
円

ク
レ
ー
ン

一
時
間
に
つ
き

一
、
三
〇
〇
円

水
槽
計
測
室

午
前

三
、
〇
〇
〇
円

午
後

三
、
〇
〇
〇
円

夜
間

三
、
五
〇
〇
円

超
過
時
間
（
一
時
間
に
つ
き
）

一
、
〇
〇
〇
円

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
産
業
創
出
課
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
推
進
室
）

福
島
県
条
例
第
二
十
六
号

天
鏡
閣
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

天
鏡
閣
条
例
（
昭
和
五
十
七
年
福
島
県
条
例
第
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
「
三
六
〇
円
」
を
「
三
七
〇
円
」
に
、
「
三
一
〇
円
」
を
「
三
二
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
観
光
交
流
課
）

福
島
県
条
例
第
二
十
七
号

福
島
県
産
業
交
流
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
産
業
交
流
館
条
例
（
平
成
八
年
福
島
県
条
例
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

表
の
一
の
１
の
㈠
の
表
中
「
七
〇
八
、
四
八
〇
円
」
を
「
七
二
一
、
六
〇
〇
円
」
に
、
「
三
五
四
、

二
四
〇
円
」
を
「
三
六
〇
、
八
〇
〇
円
」
に
、
「
九
七
、
二
〇
〇
円
」
を
「
九
九
、
〇
〇
〇
円
」
に
、

「
二
一
三
、
八
四
〇
円
」
を
「
二
一
七
、
八
〇
〇
円
」
に
、
「
一
〇
六
、
九
二
〇
円
」
を
「
一
〇
八
、

九
〇
〇
円
」
に
、
「
二
九
、
一
六
〇
円
」
を
「
二
九
、
七
〇
〇
円
」
に
、
「
一
八
五
、
七
六
〇
円
」
を

「
一
八
九
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
九
二
、
八
八
〇
円
」
を
「
九
四
、
六
〇
〇
円
」
に
、
「
二
五
、
九
二

〇
円
」
を
「
二
六
、
四
〇
〇
円
」
に
、
「
三
〇
八
、
八
八
〇
円
」
を
「
三
一
四
、
六
〇
〇
円
」
に
、
「
一
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五
四
、
四
四
〇
円
」
を
「
一
五
七
、
三
〇
〇
円
」
に
、
「
四
二
、
一
二
〇
円
」
を
「
四
二
、
九
〇
〇
円
」

に
、
「
二
一
六
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
二
二
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
一
〇
八
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
一

〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
三
〇
、
二
四
〇
円
」
を
「
三
〇
、
八
〇
〇
円
」
に
、
「
一
二
九
、
六
〇
〇
円
」

を
「
一
三
二
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
六
四
、
八
〇
〇
円
」
を
「
六
六
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
一
八
、
三

六
〇
円
」
を
「
一
八
、
七
〇
〇
円
」
に
、
「
七
五
、
六
〇
〇
円
」
を
「
七
七
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
三

七
、
八
〇
〇
円
」
を
「
三
八
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
一
〇
、
八
〇
〇
円
」
を
「
一
一
、
〇
〇
〇
円
」
に
、

「
七
、
五
六
〇
円
」
を
「
七
、
七
〇
〇
円
」
に
、
「
三
、
七
八
〇
円
」
を
「
三
、
八
五
〇
円
」
に
、

「
一
、
〇
八
〇
円
」
を
「
一
、
一
〇
〇
円
」
に
、
「
四
、
五
二
〇
円
」
を
「
四
、
六
二
〇
円
」
に
、

「

「
二
、
二
六
〇
円
」
を
「
二
、
三
一
〇
円
」
に
、
「
六
五
〇
円
」
を
「
六
六
〇
円
」
に
、

八

「

、
六
四
〇
円

四
、
三
二
〇
円

を

八
、
八
〇
〇
円

四
、
四
〇
〇
円

に
、

」

」

「
一
、
一
八
〇
円
」
を
「
一
、
二
一
〇
円
」
に
、
「
一
三
、
一
六
〇
円
」
を
「
一
三
、
四
二
〇
円
」
に
、

「
六
、
五
八
〇
円
」
を
「
六
、
七
一
〇
円
」
に
、
「
一
、
八
三
〇
円
」
を
「
一
、
八
七
〇
円
」
に
、
「
一

五
、
九
八
〇
円
」
を
「
一
六
、
二
八
〇
円
」
に
、
「
七
、
九
九
〇
円
」
を
「
八
、
一
四
〇
円
」
に
、

「
二
、
一
六
〇
円
」
を
「
二
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
七
八
、
六
四
〇
円
」
を
「
八
〇
、
〇
八
〇
円
」
に
、

「
三
九
、
三
二
〇
円
」
を
「
四
〇
、
〇
四
〇
円
」
に
、
「
一
九
、
六
六
〇
円
」
を
「
二
〇
、
〇
二
〇
円
」

に
、
「
五
、
四
〇
〇
円
」
を
「
五
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
一
二
、
九
六
〇
円
」
を
「
一
三
、
二
〇
〇
円
」

に
、
「
六
、
四
八
〇
円
」
を
「
六
、
六
〇
〇
円
」
に
、
「
一
三
、
四
〇
〇
円
」
を
「
一
三
、
六
四
〇
円
」

に
、
「
六
、
七
〇
〇
円
」
を
「
六
、
八
二
〇
円
」
に
、
「
一
四
、
二
六
〇
円
」
を
「
一
四
、
五
二
〇
円
」

に
、
「
七
、
一
三
〇
円
」
を
「
七
、
二
六
〇
円
」
に
、
「
一
、
九
四
〇
円
」
を
「
一
、
九
八
〇
円
」
に
、

「
一
七
、
四
八
〇
円
」
を
「
一
七
、
八
二
〇
円
」
に
、
「
八
、
七
四
〇
円
」
を
「
八
、
九
一
〇
円
」
に
、

「
二
、
三
八
〇
円
」
を
「
二
、
四
二
〇
円
」
に
、
「
一
九
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
九
、
三
六
〇
円
」
に
、

「
九
、
五
〇
〇
円
」
を
「
九
、
六
八
〇
円
」
に
、
「
二
、
五
九
〇
円
」
を
「
二
、
六
四
〇
円
」
に
、
「
一

一
、
六
六
〇
円
」
を
「
一
一
、
八
八
〇
円
」
に
、
「
五
、
八
三
〇
円
」
を
「
五
、
九
四
〇
円
」
に
、

「
一
、
六
二
〇
円
」
を
「
一
、
六
五
〇
円
」
に
、
「
六
一
、
三
四
〇
円
」
を
「
六
二
、
四
八
〇
円
」
に
、

「
三
〇
、
六
七
〇
円
」
を
「
三
一
、
二
四
〇
円
」
に
、
「
八
、
四
二
〇
円
」
を
「
八
、
五
八
〇
円
」
に

改
め
、
別
表
の
一
の
１
の
㈡
の
表
備
考
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

㈡

屋
外
施
設

施

設

の

別

単

位

金

額

屋
外
展
示
場

一
日
一
平
方
メ
ー
ト
ル

三
三
円

駐
車
場
広
場
（
知
事
が
別
に
定

一
日
一
平
方
メ
ー
ト
ル

一
六
円

め
る
用
途
に
使
用
す
る
場
合
に

限
る
。
）

別
表
の
一
の
１
の
㈡
の
表
備
考
１
中
「
金
額
」
を
「
単
位
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

２

平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
前
に
福
島
県
産
業
交
流
館
条
例
第
六
条
第
一
項
の
承
認
（
別
表
の
一
に

掲
げ
る
施
設
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
を
受
け
た
使
用
に
係
る
期
間
の
う
ち
同
日
以
後
の
期
間
に
係

る
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
同
条
例
別
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
附
則
別
表
に
定
め
る
額
の
範
囲

内
に
お
い
て
、
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
知
事
の
承
認
を
得
て
定
め
る
額
と
す
る
。

附
則
別
表

一

屋
内
施
設
基
本
額使

用

区

分

金

額

施
設
の
別

使
用
単
位
時
間

半

日

又

超

過

時

間

全

日

は

夜

間

（
一
時
間
に
つ
き
）

使
用
区
画

多
目
的
展
示
ホ
ー

全

面

使

用

七
二
一
、
六
〇
〇
円

三
六
〇
、
八
〇
〇
円

九
九
、
〇
〇
〇
円

ル

ホ
ー
ル
Ａ

二
一
七
、
八
〇
〇
円

一
〇
八
、
九
〇
〇
円

二
九
、
七
〇
〇
円

部
分

ホ
ー
ル
Ｂ

一
八
九
、
二
〇
〇
円

九
四
、
六
〇
〇
円

二
六
、
四
〇
〇
円

使
用

ホ
ー
ル
Ｃ

三
一
四
、
六
〇
〇
円

一
五
七
、
三
〇
〇
円

四
二
、
九
〇
〇
円

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

全

面

使

用

二
二
〇
、
〇
〇
〇
円

一
一
〇
、
〇
〇
〇
円

三
〇
、
八
〇
〇
円

ホ
ー
ル

部
分

ホ
ー
ル
Ａ

一
三
二
、
〇
〇
〇
円

六
六
、
〇
〇
〇
円

一
八
、
七
〇
〇
円

使
用

ホ
ー
ル
Ｂ

七
七
、
〇
〇
〇
円

三
八
、
五
〇
〇
円

一
一
、
〇
〇
〇
円

控

室

１

七
、
七
〇
〇
円

三
、
八
五
〇
円

一
、
一
〇
〇
円

控

室

２

四
、
六
二
〇
円

二
、
三
一
〇
円

六
六
〇
円

控

室

３

八
、
八
〇
〇
円

四
、
四
〇
〇
円

一
、
二
一
〇
円

マ
ル
チ
パ
ー
パ
ス

一
三
、
四
二
〇
円

六
、
七
一
〇
円

一
、
八
七
〇
円
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ル
ー
ム
１

マ
ル
チ
パ
ー
パ
ス

一
六
、
二
八
〇
円

八
、
一
四
〇
円

二
、
二
〇
〇
円

ル
ー
ム
２

中

会

議

室

全

面

使

用

八
〇
、
〇
八
〇
円

四
〇
、
〇
四
〇
円

一
一
、
〇
〇
〇
円

二
分
の
一
使
用

四
〇
、
〇
四
〇
円

二
〇
、
〇
二
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

小
会
議
室
１

一
三
、
二
〇
〇
円

六
、
六
〇
〇
円

一
、
八
七
〇
円

小
会
議
室
２

一
三
、
六
四
〇
円

六
、
八
二
〇
円

一
、
八
七
〇
円

小
会
議
室
３

一
四
、
五
二
〇
円

七
、
二
六
〇
円

一
、
九
八
〇
円

特
別
会
議
室

一
七
、
八
二
〇
円

八
、
九
一
〇
円

二
、
四
二
〇
円

研

修

室

一
九
、
三
六
〇
円

九
、
六
八
〇
円

二
、
六
四
〇
円

特

別

室

一
一
、
八
八
〇
円

五
、
九
四
〇
円

一
、
六
五
〇
円

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

六
二
、
四
八
〇
円

三
一
、
二
四
〇
円

八
、
五
八
〇
円

シ
ョ
ン
ル
ー
ム

備
考１

使
用
区
分
の
使
用
単
位
時
間
の
項
中
「
全
日
」
、
「
半
日
」
、
「
夜
間
」
及
び
「
超
過
時

間
」
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
時
間
を
い
う
（
以
下
同
じ
。
）
。

⑴

全
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
時
間

⑵

半
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
又
は
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
時
間

⑶

夜
間

午
後
五
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
の
時
間

⑷

超
過
時
間

午
前
零
時
か
ら
午
前
九
時
ま
で
及
び
午
後
九
時
か
ら
午
後
十
二
時
ま
で
の

時
間
（
催
し
の
準
備
又
は
整
理
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）

２

使
用
す
る
時
間
が
こ
の
表
に
定
め
る
使
用
単
位
時
間
（
超
過
時
間
に
あ
っ
て
は
、
一
時
間
）

に
満
た
な
い
と
き
は
、
こ
れ
を
こ
の
表
に
定
め
る
使
用
単
位
時
間
(超
過
時
間
に
あ
っ
て
は
、

一
時
間
）
に
切
り
上
げ
て
計
算
す
る
。

３

催
し
の
設
営
又
は
器
材
の
撤
去
等
を
行
う
た
め
に
多
目
的
展
示
ホ
ー
ル
を
使
用
す
る
場
合

の
額
（
当
該
催
し
の
行
わ
れ
る
時
間
の
属
す
る
使
用
単
位
時
間
に
係
る
額
を
除
く
。
）
は
、

使
用
区
分
に
応
じ
、
表
に
定
め
る
額
の
百
分
の
七
十
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
当
該
額
に
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
と
す
る
。

４

日
を
異
に
し
て
二
日
以
上
継
続
し
て
使
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
展
示
物
、
器
材
等
の

保
管
の
た
め
の
み
の
使
用
に
係
る
夜
間
及
び
超
過
時
間
の
利
用
料
金
は
、
徴
収
し
な
い
。

二

屋
外
施
設
基
本
額

施

設

の

別

単

位

金

額

屋
外
展
示
場

一
日
一
平
方
メ
ー
ト
ル

三
三
円

駐
車
場
広
場
（
知
事
が
別
に
定

一
日
一
平
方
メ
ー
ト
ル

一
六
円

め
る
用
途
に
使
用
す
る
場
合
に

限
る
。
）

備
考１

単
位
の
欄
中
「
一
日
」
と
あ
る
の
は
、
午
前
零
時
か
ら
午
後
十
二
時
ま
で
の
時
間
を
い
い
、

使
用
す
る
時
間
が
一
日
に
満
た
な
い
と
き
は
、
こ
れ
を
一
日
に
切
り
上
げ
て
計
算
す
る
。

２

催
し
の
設
営
又
は
器
材
の
撤
去
等
を
行
う
た
め
に
使
用
す
る
場
合
の
額
（
当
該
催
し
の
行

わ
れ
る
時
間
の
属
す
る
日
に
係
る
額
を
除
く
。
）
は
、
施
設
の
別
に
応
じ
、
表
に
定
め
る
額

の
百
分
の
七
十
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

３

こ
の
表
に
基
づ
い
て
算
出
し
た
額
に
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
る
。

三

加
算
額

種

別

金

額

入
場
料
徴

入
場
料
（
入
場
料
、
会
費
そ
の
他
名
称
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
入
場
の
対
価
と
し
て

収
加
算
額

徴
収
す
る
金
銭
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
最
高
額
が
千
円
未
満
の
場
合
に
あ
っ

て
は
、
施
設
の
別
及
び
使
用
区
分
に
応
じ
、
基
本
額
の
百
分
の
十
に
相
当
す
る
額

入
場
料
の
最
高
額
が
千
円
以
上
三
千
円
未
満
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
施
設
の
別
及

び
使
用
区
分
に
応
じ
、
基
本
額
の
百
分
の
二
十
に
相
当
す
る
額

入
場
料
の
最
高
額
が
三
千
円
以
上
五
千
円
未
満
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
施
設
の
別

及
び
使
用
区
分
に
応
じ
、
基
本
額
の
百
分
の
三
十
に
相
当
す
る
額

入
場
料
の
最
高
額
が
五
千
円
以
上
一
万
円
未
満
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
施
設
の
別

及
び
使
用
区
分
に
応
じ
、
基
本
額
の
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
額

入
場
料
の
最
高
額
が
一
万
円
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
施
設
の
別
及
び
使
用
区

分
に
応
じ
、
基
本
額
の
百
分
の
百
に
相
当
す
る
額
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備
考１

「
入
場
料
徴
収
加
算
額
」
と
は
、
使
用
者
が
産
業
交
流
館
の
施
設
を
使
用
し
て
開
催
す
る

催
し
に
入
場
す
る
者
か
ら
入
場
料
を
徴
収
す
る
場
合
に
、
当
該
催
し
の
設
営
か
ら
器
材
の
撤

去
等
ま
で
の
間
に
関
連
し
て
使
用
す
る
全
て
の
施
設
の
基
本
額
に
加
算
さ
れ
る
額
を
い
う
。

２

こ
の
表
に
基
づ
い
て
算
出
し
た
額
に
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
る
。

（
観
光
交
流
課
）

福
島
県
条
例
第
二
十
八
号

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
十
八
年
福
島
県
条
例
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
の
一
の
表
多
目
的
ホ
ー
ル
の
部
半
日
の
項
中
「
七
、
七
〇
〇
円
」
を
「
七
、
八
五
〇
円
」
に
、

「
一
五
、
四
五
〇
円
」
を
「
一
五
、
七
五
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
全
日
の
項
中
「
一
五
、
四
〇
〇
円
」

を
「
一
五
、
七
五
〇
円
」
に
、
「
三
〇
、
九
〇
〇
円
」
を
「
三
一
、
五
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
大
会

議
室
の
部
半
日
の
項
中
「
三
、
八
五
〇
円
」
を
「
三
、
九
〇
〇
円
」
に
、
「
七
、
七
〇
〇
円
」
を
「
七
、

八
五
〇
円
」
に
改
め
、
同
部
全
日
の
項
中
「
七
、
七
〇
〇
円
」
を
「
七
、
八
五
〇
円
」
に
、
「
一
五
、

四
〇
〇
円
」
を
「
一
五
、
七
〇
〇
円
」
に
改
め
、
別
表
の
三
の
表
冷
暖
房
設
備
の
部
多
目
的
ホ
ー
ル
の

項
中
「
五
、
一
五
〇
円
」
を
「
五
、
二
五
〇
円
」
に
、
「
一
〇
、
三
〇
〇
円
」
を
「
一
〇
、
五
〇
〇
円
」

に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

２

平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
前
に
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
第
四
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け

た
使
用
に
係
る
期
間
の
う
ち
同
日
以
後
の
期
間
に
係
る
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
同
条
例
別
表
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
附
則
別
表
に
定
め
る
額
と
す
る
。

附
則
別
表

一

基
本
使
用
料

使
用
料
の
額

施
設
の
別

使
用
単
位

農
業
の
振
興
の
促
進
に
関
し

て
行
う
活
動
の
た
め
の
使
用

そ
の
他
の
使
用
で
あ
る
場
合

で
あ
る
場
合

半

日

七
、
八
五
〇
円

一
五
、
七
五
〇
円

多
目
的
ホ
ー
ル

全

日

一
五
、
七
五
〇
円

三
一
、
五
〇
〇
円

半

日

三
、
九
〇
〇
円

七
、
八
五
〇
円

大
会
議
室

全

日

七
、
八
五
〇
円

一
五
、
七
〇
〇
円

備
考１

「
農
業
の
振
興
の
促
進
に
関
し
て
行
う
活
動
」
と
は
、
農
業
の
振
興
の
促
進
に
関
し
て
行

う
講
演
会
、
講
習
会
、
研
修
会
、
研
究
会
、
交
流
活
動
並
び
に
農
業
者
及
び
農
業
団
体
が
自

ら
の
生
産
物
の
販
売
促
進
に
関
し
て
行
う
活
動
を
い
う
。

２

使
用
単
位
の
欄
中
「
半
日
」
及
び
「
全
日
」
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
時
間

を
い
う
。

⑴

半
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
又
は
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
時
間

⑵

全
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
時
間

３

使
用
す
る
時
間
が
こ
の
表
に
定
め
る
使
用
単
位
に
満
た
な
い
と
き
は
、
こ
れ
を
こ
の
表
に

定
め
る
使
用
単
位
に
切
り
上
げ
て
計
算
す
る
。

二

特
別
使
用
料

種

別

使
用
料
の
額

施
設
の
別
及
び
使
用
単
位
に
応
じ
、
基
本
使
用
料
の
額
の
百
分
の
百

営
利
目
的
使
用
加
算
料

に
相
当
す
る
額

施
設
の
別
及
び
使
用
単
位
に
応
じ
、
基
本
使
用
料
の
額
の
百
分
の
七

準
備
等
使
用
料

十
に
相
当
す
る
額

備
考１

「
営
利
目
的
使
用
加
算
料
」
と
は
、
使
用
者
が
総
合
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
使
用
す
る
場
合

（
農
業
の
振
興
の
促
進
に
関
し
て
行
う
活
動
の
た
め
の
使
用
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
で
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
に
、
基
本
使
用
料
に
加
算
さ
れ
る
使
用
料
を
い
う
。

⑴

営
利
の
目
的
で
入
場
料
、
受
講
料
、
会
費
等
を
徴
収
し
て
行
事
を
開
催
す
る
と
き
。

⑵

商
品
販
売
、
商
業
宣
伝
等
の
営
利
的
性
格
を
有
す
る
行
為
を
行
う
目
的
を
も
っ
て
使
用

す
る
と
き
。

２

「
準
備
等
使
用
料
」
と
は
、
使
用
者
が
総
合
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
準
備
又
は
練
習
の
た
め

に
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
を
い
う
。

３

こ
の
表
に
基
づ
い
て
算
出
し
た
使
用
料
の
額
に
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
切
り
捨
て
る
。

三

設
備
使
用
料

設
備
の
別

施
設
の
別

使
用
単
位

使
用
料
の
額
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半

日

五
、
二
五
〇
円

多
目
的
ホ
ー
ル

全

日

一
〇
、
五
〇
〇
円

冷
暖
房
設
備

半

日

二
、
〇
五
〇
円

大
会
議
室

全

日

四
、
一
〇
〇
円

半

日

一
、
〇
五
〇
円

多
目
的
ホ
ー
ル

全

日

二
、
一
〇
〇
円

音
響
設
備

半

日

五
〇
〇
円

大
会
議
室

全

日

一
、
〇
〇
〇
円

半

日

一
、
〇
五
〇
円

多
目
的
ホ
ー
ル

全

日

二
、
一
〇
〇
円

映
像
設
備

半

日

五
〇
〇
円

大
会
議
室

全

日

一
、
〇
〇
〇
円

備
考１

設
備
使
用
料
は
、
使
用
者
が
多
目
的
ホ
ー
ル
又
は
大
会
議
室
を
使
用
す
る
場
合
に
お
い
て

こ
の
表
に
掲
げ
る
設
備
を
使
用
す
る
と
き
に
、
基
本
使
用
料
に
加
算
す
る
。

２

使
用
単
位
の
欄
中
「
半
日
」
及
び
「
全
日
」
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
時
間

を
い
う
。

⑴

半
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
又
は
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
時
間

⑵

全
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
時
間

３

使
用
す
る
時
間
が
こ
の
表
に
定
め
る
使
用
単
位
に
満
た
な
い
と
き
は
、
こ
れ
を
こ
の
表
に

定
め
る
使
用
単
位
に
切
り
上
げ
て
計
算
す
る
。

（
農
業
振
興
課
）

福
島
県
条
例
第
二
十
九
号

福
島
県
家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
条
例
（
平
成
十
二
年
福
島
県
条
例
第
百
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
の
表
一
の
項
中
「
監
視
伝
染
病
」
の
下
に
「
（
伝
達
性
海
綿
状
脳
症
に
つ
い
て
は
牛

に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
「
限
り
、
伝
達
性
海
綿
状
脳
症
に
係
る
も
の
を
除
く
」
を
「
限

る
」
に
改
め
、
「
千
円
」
の
下
に
「
、
牛
の
伝
達
性
海
綿
状
脳
症
の
検
査
に
つ
い
て
は
一
頭
に
つ
き
四

千
五
百
円
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
畜

産

課
）

福
島
県
条
例
第
三
十
号

福
島
県
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
福
島
県
条
例
第
百
十
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
中
「
三
四
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
三
五
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
林
業
振
興
課
）

福
島
県
条
例
第
三
十
一
号

ふ
く
し
ま
県
民
の
森
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

ふ
く
し
ま
県
民
の
森
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
福
島
県
条
例
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
十
二
条
第
四
項
中
「
百
分
の
百
八
」
を
「
百
分
の
百
十
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
条
例
第
三
十
二
号

福
島
県
総
合
緑
化
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
総
合
緑
化
セ
ン
タ
ー
条
例
（
昭
和
五
十
六
年
福
島
県
条
例
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
の
一
の
表
中
「
五
四
〇
円
」
を
「
五
五
〇
円
」
に
、
「
五
、
四
〇
〇
円
」
を
「
五
、
五
〇
〇
円
」

に
改
め
、
同
表
備
考
２
中
「
一
・
〇
八
」
を
「
一
・
一
」
に
改
め
、
別
表
の
二
の
表
中
「
一
、
三
〇
〇

円
」
を
「
一
、
三
二
〇
円
」
に
、
「
六
五
〇
円
」
を
「
六
六
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
条
例
第
三
十
三
号
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福
島
県
土
地
収
用
法
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
土
地
収
用
法
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
福
島
県
条
例
第
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

八

所
有
者

ア

所
有
者
不
明
土
地
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に

不
明
土
地

基
づ
く
土
地
使
用
権
等
の
取
得
に
つ
い
て
の
裁
定

の
利
用
の

の
申
請
者
又
は
所
有
者
不
明
土
地
法
第
十
九
条
第

円
滑
化
等

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
土
地
等
使
用
権
の
存
続
期

に
関
す
る

間
の
延
長
に
つ
い
て
の
裁
定
の
申
請
者

特
別
措
置

⑴

損
失
補
償
の
見
積
額

十
万
円
以
下
の
場
合

二
万
七
千
円

法
（
以
下

⑵

同

十
万
円
を
超
え
百
万

二
万
七
千
円
に
損
失
補

「
所
有
者

円
以
下
の
場
合

償
の
見
積
額
の
十
万
円

不
明
土
地

を
超
え
る
部
分
が
五
万

法
」
と
い

円
に
達
す
る
ご
と
に
二

う
。
）
の

千
七
百
円
を
加
え
た
金

規
定
に
基

額

づ
く
裁
定

⑶

同

百
万
円
を
超
え
五
百

七
万
五
千
六
百
円
に
損

申
請
手
数

万
円
以
下
の
場
合

失
補
償
の
見
積
額
の
百

料

万
円
を
超
え
る
部
分
が

十
万
円
に
達
す
る
ご
と

に
三
千
四
百
円
を
加
え

た
金
額

⑷

同

五
百
万
円
を
超
え
二

二
十
一
万
千
六
百
円
に

千
万
円
以
下
の
場
合

損
失
補
償
の
見
積
額
の

五
百
万
円
を
超
え
る
部

分
が
百
万
円
に
達
す
る

ご
と
に
三
千
五
百
円
を

加
え
た
金
額

⑸

同

二
千
万
円
を
超
え
一

二
十
六
万
四
千
百
円
に

億
円
以
下
の
場
合

損
失
補
償
の
見
積
額
の

二
千
万
円
を
超
え
る
部

分
が
四
百
万
円
に
達
す

る
ご
と
に
四
千
八
百
円

を
加
え
た
金
額

⑹

同

一
億
円
を
超
え
る
場

三
十
六
万
百
円

合

イ

所
有
者
不
明
土
地
法
第
二
十
七
条
第
一
項
又
は

第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
特
定
所
有

者
不
明
土
地
の
収
用
又
は
使
用
に
つ
い
て
の
裁
定

の
申
請
者

⑴

損
失
補
償
の
見
積
額

十
万
円
以
下
の
場
合

二
万
七
千
円

⑵

同

十
万
円
を
超
え
百
万

二
万
七
千
円
に
損
失
補

円
以
下
の
場
合

償
の
見
積
額
の
十
万
円

を
超
え
る
部
分
が
五
万

円
に
達
す
る
ご
と
に
二

千
七
百
円
を
加
え
た
金

額

⑶

同

百
万
円
を
超
え
五
百

七
万
五
千
六
百
円
に
損

万
円
以
下
の
場
合

失
補
償
の
見
積
額
の
百

万
円
を
超
え
る
部
分
が

十
万
円
に
達
す
る
ご
と

に
三
千
四
百
円
を
加
え

た
金
額

⑷

同

五
百
万
円
を
超
え
二

二
十
一
万
千
六
百
円
に

千
万
円
以
下
の
場
合

損
失
補
償
の
見
積
額
の

五
百
万
円
を
超
え
る
部

分
が
百
万
円
に
達
す
る

ご
と
に
三
千
五
百
円
を

加
え
た
金
額

⑸

同

二
千
万
円
を
超
え
一

二
十
六
万
四
千
百
円
に

億
円
以
下
の
場
合

損
失
補
償
の
見
積
額
の

二
千
万
円
を
超
え
る
部

分
が
四
百
万
円
に
達
す

る
ご
と
に
四
千
八
百
円

を
加
え
た
金
額

⑹

同

一
億
円
を
超
え
る
場

三
十
六
万
百
円

合

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
土
木
総
務
課
用
地
室
）

福
島
県
条
例
第
三
十
四
号

福
島
県
国
土
交
通
省
所
管
公
共
用
財
産
使
用
等
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
国
土
交
通
省
所
管
公
共
用
財
産
使
用
等
条
例
（
平
成
十
二
年
福
島
県
条
例
第
百
三
十
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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第
十
三
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
八
」
を
「
百
分
の
百
十
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

２

平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
前
に
福
島
県
国
土
交
通
省
所
管
公
共
用
財
産
使
用
等
条
例
第
三
条
の
許

可
を
受
け
た
採
取
の
期
間
の
う
ち
、
同
日
以
後
の
採
取
の
期
間
に
お
け
る
産
出
物
採
取
料
の
額
に
係

る
同
条
例
第
十
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
中
「
百
分
の
百
八
」
と
あ

る
の
は
「
百
分
の
百
十
」
と
す
る
。

（
土
木
総
務
課
用
地
室
）

福
島
県
条
例
第
三
十
五
号

福
島
県
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
（
昭
和
四
十
五
年
福
島
県
条
例
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
一
・
〇
八
」
を
「
一
・
一
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

２

平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
前
に
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
二
条
第
一

項
若
し
く
は
第
三
項
の
許
可
を
受
け
、
又
は
同
法
第
三
十
五
条
の
同
意
を
得
た
占
用
の
期
間
（
電
線

共
同
溝
に
係
る
占
用
に
あ
っ
て
は
、
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法

律
第
三
十
九
号
）
第
十
条
、
第
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
二
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
、
又
は

同
法
第
二
十
一
条
の
協
議
が
成
立
し
た
占
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
（
当
該
許
可
又
は
当
該
協
議

に
係
る
電
線
共
同
溝
へ
の
電
線
の
敷
設
工
事
を
開
始
し
た
日
が
当
該
許
可
を
受
け
、
又
は
当
該
協
議

が
成
立
し
た
日
と
異
な
る
場
合
に
は
、
当
該
敷
設
工
事
を
開
始
し
た
日
か
ら
当
該
占
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
期
間
の
末
日
ま
で
の
期
間
）
。
以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
、
そ
の
期
間
が
一
月
未
満
で
あ
っ
て
、

か
つ
、
そ
の
終
了
日
が
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
以
降
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
占
用
に
お

け
る
占
用
料
の
額
に
係
る
福
島
県
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
第
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

条
第
二
項
中
「
一
・
〇
八
」
と
あ
る
の
は
「
一
・
一
」
と
す
る
。

（
道
路
計
画
課
）

福
島
県
条
例
第
三
十
六
号

福
島
県
海
岸
占
用
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
海
岸
占
用
料
等
徴
収
条
例
（
平
成
十
二
年
福
島
県
条
例
第
百
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
百
分
の
百
八
」
を
「
百
分
の
百
十
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
及
び
附
則
第
三
項
の

規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
前
に
海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
七
条
第
一
項
及
び

第
三
十
七
条
の
四
の
許
可
を
受
け
た
占
用
の
う
ち
、
そ
の
期
間
が
一
月
未
満
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
そ

の
終
了
日
が
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
以
降
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
占
用
に
お
け
る
占
用

料
の
額
に
係
る
福
島
県
海
岸
占
用
料
等
徴
収
条
例
第
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二

項
の
規
定
中
「
百
分
の
百
八
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
十
」
と
す
る
。

３

平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
前
に
海
岸
法
第
八
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
三
十
七
条
の
五
第
一
号
の

許
可
を
受
け
た
採
取
の
期
間
の
う
ち
、
同
日
以
後
の
採
取
の
期
間
に
お
け
る
土
石
採
取
料
の
額
に
係

る
福
島
県
海
岸
占
用
料
等
徴
収
条
例
第
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
三
項
の
規
定
中

「
百
分
の
百
八
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
十
」
と
す
る
。

（
河
川
計
画
課
）

福
島
県
条
例
第
三
十
七
号

福
島
県
砂
防
設
備
占
用
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
砂
防
設
備
占
用
料
等
徴
収
条
例
（
平
成
十
二
年
福
島
県
条
例
第
百
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
百
分
の
百
八
」
を
「
百
分
の
百
十
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
及
び
附
則
第
三
項
の

規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
前
に
福
島
県
砂
防
指
定
地
等
管
理
条
例
（
平
成
十
五
年
福
島
県
条
例
第

四
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
占
用
の
期
間
の
う
ち
、
同
日
以
後
の
期
間
に
お
け
る

砂
防
設
備
占
用
料
の
額
に
係
る
福
島
県
砂
防
設
備
占
用
料
等
徴
収
条
例
第
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
中
「
百
分
の
百
八
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
十
」
と
す
る
。

３

平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
前
に
福
島
県
砂
防
指
定
地
等
管
理
条
例
第
六
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け

た
採
取
の
期
間
の
う
ち
、
同
日
以
後
の
採
取
の
期
間
に
お
け
る
土
石
採
取
料
の
額
に
係
る
福
島
県
砂

防
設
備
占
用
料
等
徴
収
条
例
第
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
中
「
百
分

の
百
八
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
十
」
と
す
る
。

（
河
川
計
画
課
）

福
島
県
条
例
第
三
十
八
号

福
島
県
港
湾
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
港
湾
管
理
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
福
島
県
条
例
第
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
六
条
の
二
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
八
条
の
二
第
一
項
並
び
に
第
十
五
条
第
二
項
及
び

第
三
項
中
「
百
分
の
百
八
」
を
「
百
分
の
百
十
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
三
項
か
ら
第
七
項

ま
で
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
福
島
県
港
湾
管
理
条
例
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
以
後
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の
採
取
の
期
間
に
係
る
土
砂
採
取
料
の
額
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
採
取
の
期
間
に
係
る
土
砂

採
取
料
の
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
前
に
福
島
県
港
湾
管
理
条
例
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
使
用
（
上

屋
及
び
野
積
場
の
専
用
に
係
る
使
用
並
び
に
港
湾
施
設
用
地
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
用
指
定
泊
地
及

び
マ
リ
ー
ナ
施
設
の
使
用
を
除
く
。
）
に
係
る
期
間
の
う
ち
、
同
日
以
後
の
期
間
に
お
け
る
使
用
料

の
額
に
係
る
同
条
例
第
六
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
中
「
百
分
の

百
八
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
十
」
と
す
る
。

４

平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
前
に
福
島
県
港
湾
管
理
条
例
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
使
用
（
上

屋
及
び
野
積
場
の
専
用
に
係
る
使
用
並
び
に
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
用
指
定
泊
地
の
使
用
に
限
る
。
）

の
う
ち
、
そ
の
期
間
が
同
日
前
か
ら
同
日
以
後
に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
使
用
の
開
始
日
か

ら
起
算
し
て
一
月
ご
と
に
区
切
っ
た
単
位
（
以
下
「
月
次
単
位
」
と
い
う
。
）
の
終
了
日
が
平
成
三

十
一
年
十
月
一
日
以
降
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
月
次
単
位
に
お
け
る
使
用
料
の
額
に
係
る
同
条
例
第

六
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
中
「
百
分
の
百
八
」
と

あ
る
の
は
「
百
分
の
百
十
」
と
す
る
。

５

平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
前
に
福
島
県
港
湾
管
理
条
例
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
使
用
（
港

湾
施
設
用
地
の
使
用
に
限
る
。
）
の
う
ち
、
そ
の
期
間
が
一
月
未
満
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
そ
の
終
了

日
が
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
以
降
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
使
用
に
お
け
る
使
用
料
の
額

に
係
る
同
条
例
第
六
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
四
項
の
規
定
中
「
百
分
の
百
八
」

と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
十
」
と
す
る
。

６

平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
前
に
福
島
県
港
湾
管
理
条
例
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
使
用
（
マ

リ
ー
ナ
施
設
の
使
用
に
限
る
。
）
に
係
る
期
間
の
う
ち
、
同
日
以
後
の
期
間
に
係
る
使
用
で
あ
る
場

合
の
同
条
例
別
表
第
四
の
翁
島
港
に
設
置
す
る
マ
リ
ー
ナ
施
設
の
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
同
条
例

第
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
表
に
よ
り
算
出
し
た
額
に
百
分
の
百
十
を
乗
じ
て

得
た
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
指
定
管
理
者
が
知
事
の
承
認
を
得
て
定
め
た
額
と
す
る
。

７

平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
前
に
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
七
条
第

一
項
第
一
号
の
許
可
を
受
け
た
占
用
の
う
ち
、
そ
の
期
間
が
一
月
未
満
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
そ
の
終

了
日
が
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
以
降
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
占
用
に
お
け
る
占
用
料
の

額
に
係
る
福
島
県
港
湾
管
理
条
例
第
十
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
中

「
百
分
の
百
八
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
十
」
と
す
る
。

（
港

湾

課
）

福
島
県
条
例
第
三
十
九
号

福
島
県
漁
港
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
漁
港
管
理
条
例
（
昭
和
三
十
三
年
福
島
県
条
例
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
十
三
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
三
条
の
三
第
一
項
並
び
に
第
十
三
条
の
五
第
一
項
及
び

第
三
項
中
「
百
分
の
百
八
」
を
「
百
分
の
百
十
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
三
項
か
ら
第
五
項

ま
で
の
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
福
島
県
漁
港
管
理
条
例
第
十
三
条
の
五
第
一
項
の
規
定
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日

以
後
の
採
取
の
期
間
に
係
る
土
砂
採
取
料
の
額
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
採
取
の
期
間
に
係
る

土
砂
採
取
料
の
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
前
に
福
島
県
漁
港
管
理
条
例
第
十
二
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
占
用

（
漁
具
干
場
、
野
積
場
等
と
し
て
占
用
す
る
場
合
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
そ
の
期
間
が
一
月
未
満
で

あ
っ
て
、
か
つ
、
そ
の
終
了
日
が
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
以
降
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該

占
用
に
お
け
る
漁
港
施
設
占
用
料
の
額
に
係
る
同
条
例
第
十
三
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
条
第
二
項
の
規
定
中
「
百
分
の
百
八
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
十
」
と
す
る
。

４

平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
前
に
福
島
県
漁
港
管
理
条
例
第
十
二
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
占
用

（
漁
具
干
場
、
野
積
場
等
と
し
て
占
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）
及
び
同
条
例
第
十
二
条
の
二
の
四
の

許
可
を
受
け
た
使
用
の
う
ち
、
そ
の
期
間
が
同
日
前
か
ら
同
日
以
後
に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
、
当

該
占
用
及
び
使
用
の
開
始
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
ご
と
に
区
切
っ
た
単
位
（
以
下
「
月
次
単
位
」
と

い
う
。
）
の
終
了
日
が
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
以
降
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
月
次
単
位
に
お
け
る

占
用
料
及
び
使
用
料
の
額
に
係
る
同
条
例
第
十
三
条
の
二
及
び
第
十
三
条
の
三
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
条
例
第
十
三
条
の
二
第
三
項
及
び
第
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
中
「
百
分
の
百
八
」

と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
十
」
と
す
る
。

５

平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
前
に
漁
港
漁
場
整
備
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
三

十
九
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
占
用
の
う
ち
、
そ
の
期
間
が
一
月
未
満
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
そ
の

終
了
日
が
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
以
降
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
占
用
に
お
け
る
水
域
等

占
用
料
の
額
に
係
る
福
島
県
漁
港
管
理
条
例
第
十
三
条
の
五
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第

三
項
の
規
定
中
「
百
分
の
百
八
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
十
」
と
す
る
。

（
港

湾

課
）

福
島
県
条
例
第
四
十
号

福
島
県
入
港
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
入
港
料
条
例
（
昭
和
五
十
五
年
福
島
県
条
例
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

三
条
第
一
項
中
「
百
分
の
百
八
」
を
「
百
分
の
百
十
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
港

湾

課
）

福
島
県
条
例
第
四
十
一
号

福
島
空
港
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
空
港
条
例
（
平
成
四
年
福
島
県
条
例
第
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
着
陸
料
の
項
及
び
停
留
料
の
項
並
び
に
別
表
第
二
備
考
２
中
「
百
分
の
百
八
」
を
「
百
分

の
百
十
」
に
改
め
る
。

附

則
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１

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

２

平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
前
に
福
島
空
港
条
例
第
十
二
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
使
用
の
う
ち
、

そ
の
期
間
が
一
月
未
満
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
そ
の
終
了
日
が
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
以
降
で
あ
る

場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
使
用
に
お
け
る
使
用
料
の
額
に
係
る
同
条
例
別
表
第
二
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
表
備
考
２
の
規
定
中
「
百
分
の
百
八
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
十
」
と
す
る
。

（
港
湾
課
空
港
施
設
室
）

福
島
県
条
例
第
四
十
二
号

福
島
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
都
市
公
園
条
例
（
昭
和
五
十
四
年
福
島
県
条
例
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

表
第
二
の
一
の
表
中
「
一
・
〇
八
」
を
「
一
・
一
」
に
改
め
、
別
表
第
二
の
二
の
表
備
考
中
「
一
・

〇
八
」
を
「
一
・
一
」
に
改
め
、
別
表
第
二
の
三
の
表
中
「
五
四
〇
円
」
を
「
五
五
〇
円
」
に
、
「
一

二
、
九
六
〇
円
」
を
「
一
三
、
二
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
備
考
中
「
一
・
〇
八
」
を
「
一
・
一
」
に

改
め
、
別
表
第
二
の
四
の
表
中
「
六
二
〇
円
」
を
「
六
三
〇
円
」
に
、
「
二
一
〇
円
」
を
「
二
二
〇
円
」

に
、
「
三
二
〇
円
」
を
「
三
三
〇
円
」
に
改
め
、
別
表
第
二
の
五
の
表
中
「
一
、
六
五
〇
円
」
を
「
一
、

六
八
〇
円
」
に
、
「
三
七
、
〇
三
〇
円
」
を
「
三
七
、
七
一
〇
円
」
に
、
「
一
二
、
三
四
〇
円
」
を
「
一

二
、
五
七
〇
円
」
に
、
「
一
三
、
一
七
〇
円
」
を
「
一
三
、
四
二
〇
円
」
に
改
め
、
別
表
第
二
の
六
の

ア
の

の

の
表
中
「
二
、
一
六
〇
円
」
を
「
二
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
二
、
七
〇
〇
円
」
を
「
二
、

（１）

（一）

七
五
〇
円
」
に
、
「
一
、
〇
八
〇
円
」
を
「
一
、
一
〇
〇
円
」
に
、
「
一
、
三
五
〇
円
」
を
「
一
、
三

七
〇
円
」
に
、
「
一
二
、
九
六
〇
円
」
を
「
一
三
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
一
六
、
二
〇
〇
円
」
を
「
一

六
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
四
八
六
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
四
九
五
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
六
四
八
、
〇
〇

〇
円
」
を
「
六
六
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
備
考
６
中
「
一
、
九
七
〇
円
」
を
「
二
、
〇
一
〇

円
」
に
改
め
、
別
表
第
二
の
六
の
ア
の

の

の
表
中
「
一
、
〇
八
〇
円
」
を
「
一
、
一
〇
〇
円
」
に
、

（１）

（二）

「
二
、
一
六
〇
円
」
を
「
二
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
五
四
〇
円
」
を
「
五
五
〇
円
」
に
、
「
六
四
〇
円
」

を
「
六
六
〇
円
」
に
、
「
一
、
二
九
〇
円
」
を
「
一
、
三
二
〇
円
」
に
、
「
四
三
〇
円
」
を
「
四
四
〇

円
」
に
、
「
八
六
〇
円
」
を
「
八
八
〇
円
」
に
、
「
二
一
〇
円
」
を
「
二
二
〇
円
」
に
、
「
三
一
、
四

六
〇
円
」
を
「
三
二
、
〇
四
〇
円
」
に
、
「
一
五
七
、
二
八
〇
円
」
を
「
一
六
〇
、
一
九
〇
円
」
に
、

「
二
〇
、
九
六
〇
円
」
を
「
二
一
、
三
五
〇
円
」
に
、
「
一
〇
、
四
八
〇
円
」
を
「
一
〇
、
六
八
〇
円
」

に
、
「
六
、
二
八
〇
円
」
を
「
六
、
四
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
備
考
中
「
二
五
〇
円
」
を
「
二
六
〇

円
」
に
改
め
、
別
表
第
二
の
六
の
ア
の

の

の
表
中
「
四
、
三
二
〇
円
」
を
「
四
、
四
〇
〇
円
」
に
、

（２）

（一）

「
五
、
四
〇
〇
円
」
を
「
五
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
二
、
一
六
〇
円
」
を
「
二
、
二
〇
〇
円
」
に
、

「
二
、
六
八
〇
円
」
を
「
二
、
七
三
〇
円
」
に
、
「
八
、
六
四
〇
円
」
を
「
八
、
八
〇
〇
円
」
に
、
「
一

〇
、
八
〇
〇
円
」
を
「
一
一
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
二
一
、
六
〇
〇
円
」
を
「
二
二
、
〇
〇
〇
円
」
に
、

「
三
二
、
四
〇
〇
円
」
を
「
三
三
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
八
六
、
四
〇
〇
円
」
を
「
八
八
、
〇
〇
〇
円
」

に
、
「
一
二
九
、
六
〇
〇
円
」
を
「
一
三
二
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
一
、
〇
八
〇
円
」
を
「
一
、
一
〇

〇
円
」
に
、
「
一
、
三
三
〇
円
」
を
「
一
、
三
六
〇
円
」
に
、
「
一
、
四
四
〇
円
」
を
「
一
、
四
七
〇

「

円
」
に
、
「
一
、
八
一
〇
円
」
を
「
一
、
八
四
〇
円
」
に
、

七
二
〇
円

八

「

九
〇
円

を

七
三
〇
円

九
一
〇
円

に
、
「
一
二
〇
円
」
を
「
一
三

」

」

「

一
人
一

〇
円
」
に
、
「
一
、
二
四
〇
円
」
を
「
一
、
二
六
〇
円
」
に
、

一
時
間

「

一
人
一

六
二
〇
円

を

六
三
〇
円

に
、

一
時
間

」

」

「
一
、
二
九
〇
円
」
を
「
一
、
三
二
〇
円
」
に
、
「
一
、
六
二
〇
円
」
を
「
一
、
六
五
〇
円
」
に
、

「

「

六
四
〇
円

八
一
〇
円

を

六
六
〇
円

八
二

」

〇
円

に
、
「
二
、
五
九
〇
円
」
を
「
二
、
六
四
〇
円
」
に
、
「
三
、
二
四
〇
円
」
を
「
三
、
三
〇

」

〇
円
」
に
、
「
六
、
四
八
〇
円
」
を
「
六
、
六
〇
〇
円
」
に
、
「
九
、
七
二
〇
円
」
を
「
九
、
九
〇
〇

円
」
に
、
「
二
五
、
九
二
〇
円
」
を
「
二
六
、
四
〇
〇
円
」
に
、
「
三
八
、
八
八
〇
円
」
を
「
三
九
、

「

「

六
〇
〇
円
」
に
、

一
時
間

三
二
〇
円

を

一
時
間

三
三
〇
円

」

」

に
、
「
五
四
〇
円
」
を
「
五
五
〇
円
」
に
、
「
六
六
〇
円
」
を
「
六
八
〇
円
」
に
、
「
三
七
〇
円
」
を

「
三
八
〇
円
」
に
、
「
三
、
七
〇
〇
円
」
を
「
三
、
七
七
〇
円
」
に
、
「
一
、
八
五
〇
円
」
を
「
一
、

「

「

一
人
一

一
人
一

八
九
〇
円
」
に
、

二
四
〇
円

を
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時
間

時
間

」

二
五
〇
円

に
、
「
二
、
四
七
〇
円
」
を
「
二
、
五
一
〇
円
」
に

」

改
め
、
同
表
備
考
２
中
「
三
、
二
四
〇
円
」
を
「
三
、
三
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
備
考
３
中
「
一
二
、

四
〇
〇
円
」
を
「
一
二
、
六
三
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
備
考
４
中
「
二
五
〇
円
」
を
「
二
六
〇
円
」
に

改
め
、
別
表
第
二
の
六
の
ア
の

の

の
表
中
「
八
六
〇
円
」
を
「
八
八
〇
円
」
に
、
「
三
七
〇
円
」

（２）

（二）

を
「
三
八
〇
円
」
に
、
「
一
〇
〇
円
」
を
「
一
一
〇
円
」
に
、
「
二
一
〇
円
」
を
「
二
二
〇
円
」
に
、

「
一
二
〇
円
」
を
「
一
三
〇
円
」
に
、
「
一
、
二
四
〇
円
」
を
「
一
、
二
六
〇
円
」
に
、
「
一
、
八
三

〇
円
」
を
「
一
、
八
七
〇
円
」
に
、
「
六
四
〇
円
」
を
「
六
六
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
備
考
中
「
七
五

〇
円
」
を
「
七
七
〇
円
」
に
改
め
、
別
表
第
二
の
六
の
ア
の

の

の
表
中
「
二
、
五
九
〇
円
」
を

（３）

（一）

「
二
、
六
四
〇
円
」
に
、
「
一
、
二
九
〇
円
」
を
「
一
、
三
二
〇
円
」
に
、
「
五
、
一
八
〇
円
」
を

「
五
、
二
八
〇
円
」
に
、
「
一
二
、
九
六
〇
円
」
を
「
一
三
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
一
九
、
四
四
〇
円
」

を
「
一
九
、
八
〇
〇
円
」
に
、
「
五
一
、
八
四
〇
円
」
を
「
五
二
、
八
〇
〇
円
」
に
、
「
七
七
、
七
六

〇
円
」
を
「
七
九
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
一
二
〇
円
」
を
「
一
三
〇
円
」
に
、
「
一
、
二
四
〇
円
」
を

「

一
人
一
時

「
一
、
二
六
〇
円
」
に
、
「
六
二
〇
円
」
を
「
六
三
〇
円
」
に
、

間

「

一
人
一
時

二
四
〇
円

を

二
五
〇
円

間

」

」

に
、
「
二
、
四
七
〇
円
」
を
「
二
、
五
一
〇
円
」
に
改
め
、
別
表
第
二
の
六
の
ア
の

の

の
表
中
「
四

（３）

（二）

三
〇
円
」
を
「
四
四
〇
円
」
に
、
「
二
一
〇
円
」
を
「
二
二
〇
円
」
に
、
「
五
四
〇
円
」
を
「
五
五
〇

円
」
に
、
「
二
五
〇
円
」
を
「
二
六
〇
円
」
に
、
「
三
二
〇
円
」
を
「
三
三
〇
円
」
に
、
「
一
〇
〇
円
」

を
「
一
一
〇
円
」
に
、
「
七
五
〇
円
」
を
「
七
七
〇
円
」
に
、
「
一
、
五
一
〇
円
」
を
「
一
、
五
四
〇

円
」
に
、
「
一
、
六
八
〇
円
」
を
「
一
、
七
一
〇
円
」
に
、
「
六
、
四
八
〇
円
」
を
「
六
、
六
〇
〇
円
」

に
、
「
一
二
、
九
六
〇
円
」
を
「
一
三
、
二
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
備
考
中
「
三
七
〇
円
」
を
「
三

八
〇
円
」
に
改
め
、
別
表
第
二
の
六
の
ア
の

の

の
表
中
「
一
二
〇
円
」
を
「
一
三
〇
円
」
に
、

（４）

（一）

「
一
、
二
四
〇
円
」
を
「
一
、
二
六
〇
円
」
に
、
「
六
二
〇
円
」
を
「
六
三
〇
円
」
に
、
「
九
一
〇
円
」

を
「
九
三
〇
円
」
に
、
「
四
五
〇
円
」
を
「
四
六
〇
円
」
に
、
「
四
三
〇
円
」
を
「
四
四
〇
円
」
に
、

「
二
一
〇
円
」
を
「
二
二
〇
円
」
に
、
「
一
、
三
九
〇
円
」
を
「
一
、
四
一
〇
円
」
に
、
「
一
、
七
四

〇
円
」
を
「
一
、
七
八
〇
円
」
に
、
「
六
九
〇
円
」
を
「
七
〇
〇
円
」
に
、
「
八
六
〇
円
」
を
「
八
八

「

〇
円
」
に
、
「
三
二
〇
円
」
を
「
三
三
〇
円
」
に
、

一
人
一
時
間

「

二
四
〇
円

を

一
人
一
時
間

二
五
〇
円

に
、
「
二
、
四
七

」

」

〇
円
」
を
「
二
、
五
一
〇
円
」
に
、
「
二
一
、
六
〇
〇
円
」
を
「
二
二
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
四
三
、

二
〇
〇
円
」
を
「
四
四
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
五
一
〇
円
」
を
「
五
二
〇
円
」
に
、
「
二
五
〇
円
」
を

「
二
六
〇
円
」
に
改
め
、
別
表
第
二
の
六
の
ア
の

の

の
表
中
「
一
〇
〇
円
」
を
「
一
一
〇
円
」
に
、

（４）

（二）

「
一
、
三
九
〇
円
」
を
「
一
、
四
一
〇
円
」
に
、
「
三
二
〇
円
」
を
「
三
三
〇
円
」
に
、
「
一
、
三
六

〇
円
」
を
「
一
、
三
八
〇
円
」
に
改
め
、
別
表
第
二
の
六
の
イ
の
表
中
「
一
二
〇
円
」
を
「
一
三
〇
円
」

に
、
「
一
、
二
四
〇
円
」
を
「
一
、
二
六
〇
円
」
に
、
「
六
二
〇
円
」
を
「
六
三
〇
円
」
に
、
「
九
一

〇
円
」
を
「
九
三
〇
円
」
に
、
「
四
五
〇
円
」
を
「
四
六
〇
円
」
に
、
「
三
二
〇
円
」
を
「
三
三
〇
円
」

に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
福
島
県
都
市
公
園
条
例
別
表
第
二
（
別
表
第
二
の
六
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
こ
の
条

例
の
施
行
の
日
以
後
の
使
用
の
期
間
に
係
る
使
用
料
の
額
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
使
用
の
期

間
に
係
る
使
用
料
の
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

福
島
県
条
例
第
四
十
三
号

福
島
県
流
域
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
流
域
下
水
道
条
例
（
昭
和
六
十
三
年
福
島
県
条
例
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

「
108

「
110

第
五
条
第
二
項
の
表
中

を

に
改
め
る
。

100」

100」

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
下
水
道
課
）

福
島
県
条
例
第
四
十
四
号

福
島
県
工
業
用
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
工
業
用
水
道
条
例
（
昭
和
三
十
七
年
福
島
県
条
例
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
四
条
中
「
及
び
」
を
「
そ
の
他
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
本
文
」
を
削
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
本
文
」
を
削
り
、
「
い
っ
さ
い
」
を
「
一
切
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
百
分
の
百
八
」
を
「
百
分
の
百
十
」
に
改
め
、
「
金
額
」
の
下
に
「
（
そ
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）
」
を
加
え
、
同
条
第
三

項
中
「
毎
月
二
十
日
」
を
「
毎
月
末
日
」
に
、
「
又
は
土
曜
日
」
を
「
、
土
曜
日
又
は
十
二
月
三
十
一

日
（
以
下
「
休
日
等
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
こ
れ
ら
の
日
の
翌
日
」
を
「
そ
の
日
前
に
お
い
て
、
そ

の
日
に
最
も
近
い
休
日
等
で
な
い
日
」
に
改
め
、
「
同
月
の
」
を
削
る
。

第
二
十
八
条
の
二
第
二
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

量
水
器
の
型
式

量
水
器
使
用
料
の
額

超
音
波
型

一
個
に
つ
き
三
万
三
千
円

電
磁
型

一
個
に
つ
き
三
万
三
千
円

第
二
十
八
条
の
二
第
三
項
中
「
毎
月
二
十
日
」
を
「
毎
月
末
日
」
に
、
「
民
法
第
百
四
十
二
条
に
規

定
す
る
休
日
又
は
土
曜
日
」
を
「
休
日
等
」
に
、
「
こ
れ
ら
の
日
の
翌
日
」
を
「
そ
の
日
前
に
お
い
て
、

そ
の
日
に
最
も
近
い
休
日
等
で
な
い
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
三
条
第
一
項
（
「
百

分
の
百
八
」
を
「
百
分
の
百
十
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
二
十
八
条
の
二
第
二
項
の
改
正

規
定
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
営
・
販
売
課
）

福
島
県
条
例
第
四
十
五
号

福
島
県
立
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
立
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
福
島
県
条
例
第
七
十
七
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
第
一
号
中
「
百
分
の
百
八
」
を
「
百
分
の
百
十
」
に
改
め
、
同
表
第
二
号
中
「
五
、
四
〇

〇
円
」
を
「
五
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
三
、
四
六
〇
円
」
を
「
三
、
五
二
〇
円
」
に
、
「
一
、
九
一
〇

円
」
を
「
一
、
九
五
〇
円
」
に
、
「
八
九
〇
円
」
を
「
九
〇
〇
円
」
に
、
「
九
、
七
二
〇
円
」
を
「
九
、

九
〇
〇
円
」
に
、
「
六
、
四
八
〇
円
」
を
「
六
、
六
〇
〇
円
」
に
、
「
五
、
六
六
〇
円
」
を
「
五
、
七

六
〇
円
」
に
、
「
五
、
一
四
〇
円
」
を
「
五
、
二
四
〇
円
」
に
、
「
五
、
〇
四
〇
円
」
を
「
五
、
一
四

〇
円
」
に
、
「
百
八
分
の
百
」
を
「
百
十
分
の
百
」
に
改
め
、
同
表
第
三
号
、
同
表
第
六
号
及
び
同
表

第
七
号
中
「
百
分
の
百
八
」
を
「
百
分
の
百
十
」
に
改
め
、
同
表
第
八
号
中
「
百
分
の
百
八
」
を
「
百

分
の
百
十
」
に
、
「
百
八
分
の
百
」
を
「
百
十
分
の
百
」
に
改
め
、
同
表
第
十
号
中
「
百
分
の
百
八
」

を
「
百
分
の
百
十
」
に
改
め
、
同
表
第
十
一
号
中
「
一
、
一
四
〇
円
」
を
「
一
、
一
七
〇
円
」
に
、

「
一
、
二
〇
〇
円
」
を
「
一
、
二
二
〇
円
」
に
、
「
一
、
八
三
〇
円
」
を
「
一
、
八
六
〇
円
」
に
、

「
二
、
四
五
〇
円
」
を
「
二
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
六
、
六
三
〇
円
」
を
「
六
、
七
五
〇
円
」
に
、

「
四
、
三
二
〇
円
」
を
「
四
、
四
〇
〇
円
」
に
、
「
三
、
二
四
〇
円
」
を
「
三
、
三
〇
〇
円
」
に
、

「
五
、
四
〇
〇
円
」
を
「
五
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
百
八
分
の
百
」
を
「
百
十
分
の
百
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
福
島
県
立
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
別
表
第
二
第
二
号
及
び
第
三
号
の
規
定

は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
以
後
の
入
院
に
係
る
加
算
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
入
院
に

係
る
加
算
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
病
院
経
営
課
）

福
島
県
条
例
第
四
十
六
号

福
島
県
自
然
の
家
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
自
然
の
家
条
例
（
昭
和
五
十
年
福
島
県
条
例
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

表
中
「
五
一
〇
円
」
を
「
五
二
〇
円
」
に
、
「
一
、
〇
二
〇
円
」
を
「
一
、
〇
四
〇
円
」
に
改
め

る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
社
会
教
育
課
）

福
島
県
条
例
第
四
十
七
号

福
島
県
立
美
術
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
立
美
術
館
条
例
（
昭
和
五
十
九
年
福
島
県
条
例
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
表
中
「
二
七
〇
円
」
を
「
二
八
〇
円
」
に
、
「
二
一
〇
円
」
を
「
二
二
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
社
会
教
育
課
）

福
島
県
条
例
第
四
十
八
号

福
島
県
立
博
物
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
島
県
立
博
物
館
条
例
（
昭
和
六
十
一
年
福
島
県
条
例
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

表
中
「
二
七
〇
円
」
を
「
二
八
〇
円
」
に
、
「
二
一
〇
円
」
を
「
二
二
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
社
会
教
育
課
）


